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第1章 計画見直しの背景 

1 計画見直しの趣旨 

2017（平成 29）年の浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改定版の策定から 3

年が経過し、この間、国内外の気候変動対策に係る動向は大きく変化しています。このため、

これらの社会情勢の変化や施策の進捗状況を踏まえ、目標や施策の見直しを実施します。 

2 地球温暖化とは 

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスが空気中にわずかに存在すると、太陽から届いた熱

の一部を地球にとどめ、宇宙へ逃げることを防ぎます。温室効果ガスがなければ地球はもっと

冷たかった（地表の平均気温がマイナス 19℃）のですが、温室効果ガスがあるおかげで、適

度な温度に保たれていました。 

出典）全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（https://www.jccca.org/）より 

図表 1.1 温室効果ガスと地球温暖化メカニズム 

しかし、近年は、活発な人間活動によって空気中に大量に放出された温室効果ガスが、地球

規模で急激に気温を上昇させていると考えられています。特に影響が大きいのは二酸化炭素で、

産業革命以降、石炭や石油などの化石燃料の燃焼やセメントの製造などにより、大量に排出さ

れています。 

世界の平均気温で見ると、1880 年～2012 年の間に約 0.85℃上昇しています。また、

1980年以降の各10年間はいずれも、1850年以降のどの10年平均よりも高温になってい

ます。
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出典）気候変動に関する政府間パネル 第5 次評価報告書 第 1作業部会報告書 

図表 1.2 観測された世界平均地上気温（陸域+海上）の偏差（1850～2012） 

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第5次評価報告書（統合報告書）によれば、21世

紀末（2081～2100年）までの世界平均地上気温は、現状以上の温暖化対策を取らない場合、

1986 年～2005 年平均から 2.6℃～4.8℃上昇するといわれており、厳しい温暖化対策を取

った場合でも0.3℃～1.7℃上昇するといわれています。 

世界平均地上気温が上昇するにつれて、ほとんどの陸域で極端な高温がより頻繁になる一方

で、冬季の極端な低温は、引き続き発生する見込みで、気候の極端化が進みます。これらの気

候変動は、食料生産や水資源、人間の健康へ影響を及ぼすほか、極端な気象現象の発生（台風

の猛烈化、暴風雨、干ばつなど）、内陸部や沿岸域の氾濫、海面水位上昇（今世紀末までに0.26

ｍ～0.82ｍ上昇）など、人間の暮らしや経済活動、生態系にとってのリスクを増大させると予

測されています。 

1880 年～2012 年の間に 

0.85℃上昇 

1850 年以降の 

どの10年平均よりも高温 
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3 気候変動対策における「緩和策」と「適応策」 

気候変動対策は、「緩和策」と「適応策」に分けられます。 

「緩和策」は、省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの導入などにより、地球温暖化の

原因となる温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化の進行を緩和する取組です。 

「適応策」は、既に起こりつつある、又は起こり得る気候変動の影響による被害の回避・軽

減などを図る取組です。 

今後、緩和策により温室効果ガスを最大限に削減したとしても、地球温暖化による影響は避

けられないといわれており、「緩和策」と「適応策」を気候変動対策の両輪として進めていくこ

とが必要です。 

図表 1.3 気候変動対策における「緩和策」と「適応策」 

4 国際的な動向 

◆2015（平成27）年9月 持続可能な開発目標（SDGs）の採択 

国連サミットにおいて、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択され、2030

（令和 12）年までに地球上の誰一人取り残さない、持続可能でよりよい社会を実現すること

を目指し、17の目標、169のターゲットからなる持続可能な開発目標SDGsが掲げられまし

た。 

 SDGs では、目標13において、気候変動及び 

その影響を軽減するための緊急対策を講じること 

を求めています。その他にも、 

7「エネルギーをみんなにそしてクリーンに」、 

9「産業と技術革新の基盤をつくろう」、 

12「つくる責任つかう責任」、 

14「海の豊さを守ろう」、 

15「陸の豊かさも守ろう」など、 

気候変動対策と密接な関係がある目標が含まれて 

います。 

図表 1.４ ＳＤＧｓの17のゴール 
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◆2015（平成27）年12月 「パリ協定」の採択 

第 21回気候変動枠組条約締約国会議（COP21）において、「パリ協定」が採択され、次の

ような世界共通の長期目標が示されました。 

・世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて2℃より十分低く保ち、1.5℃に抑える努力を

する。 

・そのため、できる限り早く世界の温室効果ガス排出量をピークアウトし、21世紀後半には、

温室効果ガス排出量と（森林などによる）吸収量のバランスをとる。 

 これにより、途上国を含む全ての参加国に排出削減の努力を求める取組が実現しました。 

◆2018（平成30）年10月 IPCC「1.5℃特別報告書」の公表 

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）「1.5℃特別報告書」が公表され、次のようなことな

どが示されました。 

・気候変動は、既に世界中の人々、生態系及び生計に影響を与えている。 

・世界の平均気温上昇を2℃よりリスクの低い1.5℃に抑えるためには、2050年までに二酸

化炭素の実質排出量をゼロにする必要がある。 

5 国内の動向 

◆2016（平成28）年5月 「地球温暖化対策計画」の策定 

国の「地球温暖化対策計画」が策定され、温室効果ガスの排出量を2030（令和12）年度

までに2013（平成25）年度比で26％削減するため、国、地方公共団体、事業者及び国民の

基本的役割や対策・施策などが示されるとともに、長期的目標として、2050年度までに80％

の削減を目指すことが掲げられました。 

◆2018（平成30）年6月 「気候変動適応法」の公布 

「気候変動適応法」が公布され、都道府県及び市町村に対して、その区域における自然的経

済的社会的状況に応じた気候変動適応に関する施策の推進を図るため、地域気候変動適応計画

を策定するよう努めることが求められました。 

また、同年11月には同法に基づき、国の「気候変動適応計画」が策定され、気候変動の影響

による被害を防止・軽減するため、政府、地方公共団体、事業者、国民及び国立環境研究所の

基本的役割などが明確化されました。 

◆2019（令和元）年6月 「パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略」の閣議決定 

「パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略」が閣議決定され、「脱炭素社会」を最終到

達点として、今世紀後半のできるだけ早期の実現を目指すことが掲げられました。また、エネ

ルギー、産業、運輸、地域・くらしの各分野の「あるべき姿」が描かれ、地域・くらし分野に

おいては、可能な地域・企業等から2050年を待たずにカーボンニュートラルを実現すること

などが示されました。 
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◆2020（令和2）年3月 「日本のＮＤＣ（国が決定する貢献）」の提出 

国連気候変動枠組条約事務局へ「日本のNDC（国が決定する貢献）」が提出され、2015

（平成27）年に示した現在の地球温暖化対策の水準から、更なる削減努力を追求するため、

地球温暖化対策計画の見直しに着手することなどが表明されました。 

◆2020（令和2）年10月 2050年温室効果ガス実質ゼロ宣言 

  菅内閣総理大臣の所信表明演説において、2050年までに温室効果ガスの排出を全体として

ゼロにする、すなわち2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことが宣言

されました。 

6 浜松市の取組 

◆2012（平成24）年3月 「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」の策定 

「浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」を策定し、温室効果ガス及びエネルギーに

係る短期（2014年度）・中期（2020年度）・長期（2050年度）の削減目標を示しました。  

◆2015（平成27）年3月 「地球温暖化対策実行計画（事務事業編）第4期計画」の策定 

「浜松市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）第4期計画」を策定し、2015（平成27）

年度から2020（令和2）年度までを計画期間として、市が一事業者として取り組む温室効果

ガスの排出削減に係る目標などを示しました。 

※計画の最終年度であることから、本計画（区域施策編）の見直しにあわせて改定予定 

◆2017（平成29）年4月 「地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改定版」の策定 

「浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改定版」を策定し、国の「地球温暖化対策

計画」の目標を踏まえ、温室効果ガスの排出量を2030（令和12）年度までに2013（平成

25）年度比で26％削減するため、基本施策や市民、事業者及び市の役割などを示すとともに、

長期的目標として、2050年度までに80％削減を目指すことを掲げました。  

◆2020（令和2）年3月 2050年二酸化炭素排出実質ゼロ表明 

市長定例記者会見において、2050 年二酸化炭素排出実質ゼロを目指し、「浜松市域

“RE100”」を推進することを表明しました。 

※「浜松市域“RE100”」とは、本市独自に定義したもので、市内の総消費電力に相当する電気を、市域の 

再生可能エネルギーで生み出すことができる状態のこと 

 浜松市内の再エネ発電量 ≧ 浜松市内の総電力使用量 

◆2020（令和2）年4月 「浜松市エネルギービジョン」の改訂 

本市のエネルギー政策の羅針盤である「浜松市エネルギービジョン」を改訂し、2030（令

和12）年度を目標年度に、再生可能エネルギーと自家発電設備（ガスコージェネレーション等）

導入による電力自給率及び導入量の拡大と省エネルギー推進による使用電力削減を目標に掲げ

ました。 
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第2章 計画の基本的事項 

1 計画の位置づけ 

この計画は、地球温暖化対策の推進に関する法律第 21 条に基づく地方公共団体実行計画及

び気候変動適応法第12条に基づく地域気候変動適応計画に位置づけます。 

2 計画の対象とする温室効果ガス 

地球温暖化対策の推進に関する法律で規定する下記の7種類とします。

図表2.1 計画の対象とする温室効果ガス 

温室効果ガス 主な発生源 

二酸化炭素（ＣＯ2） 化石燃料の燃焼、電気（火力発電所）の使用、廃棄物の焼却など 

メタン（CH4） 化石燃料の燃焼、稲作、家畜の反芻、下水処理など 

一酸化二窒素（N2O） 麻酔用笑気ガス、肥料中の窒素分の分解、廃棄物の焼却など 

代
替
フ
ロ
ン
類
等

ハイドロフルオロカーボン 

（HFCs） 

エアコンなどの製造過程、使用における漏えいなど 

パーフルオロカーボン 

（PFCs） 

フロン類の製造過程における漏えいなど 

六ふっ化硫黄（SF6） 変圧器からの漏えいなど 

三ふっ化窒素（NF3） 半導体など洗浄の製造過程における漏えいなど 

3 計画の基準年度 

計画の基準年度は、国の計画年度に合わせ2013（平成25）年度とします。 

4 計画の期間 

計画の期間は、2021（令和 3）年度から 2030（令和 12）年度とし、目標の達成状況な

どを踏まえ、2025（令和 7）年度に見直しを実施します。ただし、国際的な動向や国の計画

変更など社会情勢に大きな変化が生じた場合は、必要に応じて見直しを行います。 

5 計画の対象地域 

計画の対象地域は、市全域です。 

本市内の市民の生活や事業者の事業活動、市自らの事務事業など、あらゆる主体のあらゆる

活動に関連する温室効果ガス排出量削減又は吸収のための取組及び気候変動の影響による被害

の回避・軽減のための取組を対象とします。 
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第3章 温室効果ガス排出状況及び将来推計 

1 本市の温室効果ガス排出状況 

2013（平成25）年度（基準年度）の温室効果ガス排出量は5,724.6 千 t- CO2です。温室

効果ガス排出量の中で、二酸化炭素（CO2）が最も多く5,418.6千 t- CO2、全体の94.7％を

占めており、運輸部門が最も多く26.3％、次に民生・業務部門25.9％、産業部門24.4％、民

生・家庭部門が22.2％を占めています。

2017（平成29）年度の温室効果ガス排出量は、5,072.8 千 t-CO2であり、基準年度比で

11.4％減少しました。森林等による二酸化炭素吸収量405.5千 t-CO2を含めた温室効果ガス

排出量は、4,667.3 千 t-CO2であり、基準年度比で18.5％減少しました。 

2017（平成29）年度の部門別の二酸化炭素排出量は、基準年度比で、産業部門は18.6％

の減少、運輸部門は5.0％の減少、民生・家庭部門は15.0％の減少、民生・業務部門は18.8％

の減少でした。 

2013
基準年度

2014 2015 2016 2017

6,000

4,000

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

（千t-CO2）

5,724.6

5,524.1

5,307.6
5,337.6

5,072.8

5,418.6千t-CO2

産業部門
1321.6千t-CO2
24.4％

運輸部門
1,422.7千t-CO2
26.3％

民生・家庭部門
1,200.7千t-CO2
22.2％

民生・業務部門
1,403.0千t-CO2
25.9％

廃棄物処理部門
70.7千t-CO2
1.3％

4,679.4千t-CO2

産業部門
1,075.7千t-CO2
23.0％

運輸部門
1,351.5千t-CO2
28.9％

民生・家庭部門
1,020.1千t-CO2
21.8％

民生・業務部門
1,138.9千t-CO2
24.3％

廃棄物処理部門
93.2千t-CO2
2.0％

2017年度2013年度（基準年度）

図表3.1 本市の温室効果ガス排出量の推移 

図表 3.2 二酸化炭素排出量の内訳 

※端数処理の都合上、合計値と内訳の数値が一致しない場合がある（以降同様） 



- 8 - 

図表3.3 温室効果ガス排出量と増減量 

　 年度 【基準年度】

温室効果ガス 2013 2014 2015 2016 2017

排出量 5,418.6 5,195.6 4,962.6 4,967.0 4,679.4

排出量 1,321.6 1,262.8 1,090.5 1,089.3 1,075.7

増減量 - ▲ 58.8 ▲ 231.0 ▲ 232.3 ▲ 245.8

増減率 - ▲ 4.5% ▲ 17.5% ▲ 17.6% ▲ 18.6%

排出量 1,422.7 1,340.2 1,343.9 1,348.7 1,351.5

増減量 - ▲ 82.5 ▲ 78.8 ▲ 74.0 ▲ 71.2

増減率 - ▲ 5.8% ▲ 5.5% ▲ 5.2% ▲ 5.0%

排出量 1,200.7 1,171.2 1,126.9 1,136.3 1,020.1

増減量 - ▲ 29.5 ▲ 73.8 ▲ 64.3 ▲ 180.6

増減率 - ▲ 2.5% ▲ 6.1% ▲ 5.4% ▲ 15.0%

排出量 1,403.0 1,350.8 1,317.0 1,306.3 1,138.9

増減量 - ▲ 52.2 ▲ 86.0 ▲ 96.7 ▲ 264.1

増減率 - ▲ 3.7% ▲ 6.1% ▲ 6.9% ▲ 18.8%

排出量 70.7 70.7 84.3 86.4 93.2

増減量 - 0.0 13.6 15.7 22.5

増減率 - 0.1% 19.2% 22.3% 31.8%

排出量 13.2 12.8 12.7 13.8 13.7

増減量 - ▲ 0.4 ▲ 0.5 0.7 0.5

増減率 - ▲ 2.7% ▲ 3.5% 4.9% 4.0%

排出量 67.6 64.4 62.9 63.4 70.3

増減量 - ▲ 3.2 ▲ 4.7 ▲ 4.2 2.8

増減率 - ▲ 4.7% ▲ 7.0% ▲ 6.2% 4.1%

排出量 225.2 251.2 269.4 293.3 309.4

増減量 - 26.0 44.2 68.1 84.2

増減率 - 11.6% 19.6% 30.2% 37.4%

5,724.6 5,524.1 5,307.6 5,337.6 5,072.8

- 426.6 427.0 415.7 405.5

排出量 5,724.6 5,097.5 4,880.6 4,921.9 4,667.3

増減量 - ▲ 627.1 ▲ 844.0 ▲ 802.6 ▲ 1,057.2

増減率 - ▲ 11.0% ▲ 14.7% ▲ 14.0% ▲ 18.5%

排出量　計

森林吸収量

合計

メタン（CH4）

一酸化二窒素

（N2O)

代替フロン類等

(排出量・増減量・吸収量：千t-CO2)

二酸化炭素（CO2）

産業

運輸

民生・家庭

民生・業務

廃棄物処理

※増減量及び増減率は2013年度との比較による 
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2 温室効果ガス排出量の将来推計（BAUケース） 

今後追加的な対策をとらず、設備や機器の技術や性能、生活スタイルが現時点のもののまま

推移した場合を、現状趨勢
すうせい

又は BAU（Business as usual）ケースといいます。具体的には、

人口の推移などを用いて算定を行います。 

排出量BAUケースにおける2020（令和2）年度、202５（令和7）年度及び2030（令

和 12）年度の排出量を算定すると、将来推計人口の減少等の理由で、基準年度の排出量より

減少します。 

5,000

5,500

6,000

5,724.6
基準年度

（千t-CO2）

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

5,650.3
BAU

2013 2020 2025 2030 （年度）

▲74.3千t-CO2
（▲1.4％）

5,597.3
BAU

5,544.3
BAU

▲127.3千t-CO2
（▲2.2％） ▲180.3千t-CO2

（▲3.2％）

将来推計人口について 

本市の 2030 年度における人口は 2013 年度に対し▲5.48％と見込まれており、国の▲6.38％

に比べ減少率が穏やかであると想定されます。人口減少による排出量削減の影響が少ない分、1 人

ひとりの削減に向けた努力が重要であるといえます。

将来推計人口 

    年度 

区分 
2010 2013 2030 2013年度比 

浜松市（人）※1 800,866 793,437 749,919 ▲5.48% 

全国（千人）※2 128,057 127,247 119,125 ▲6.38% 

※1：「浜松市“やらまいか”人口ビジョン」（2020年3月）」企画課 

※2：日本の将来推計人口（2017年7月）国立社会保障・人口問題研究所

図表3.4 温室効果ガス排出量の将来推計（BAUケース） 
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第4章 温室効果ガス排出削減目標 

1 削減目標の考え方 

今後追加的な対策をとらず、設備や機器の技術や性能、生活スタイルが現時点のもののまま

推移した場合（BAU ケース）、2030（令和 12）年度における排出量は 5,544.3 千 t-CO2

となります。 

ここから国が策定した「地球温暖化対策計画」を基に削減量を算出し、さらに、現時点では

対策・施策が不確定なものについても経済性、実行可能性を勘案しつつ、温室効果ガス排出量

の削減に向けた施策を最大限導入することとして、2030（令和 12）年度【目標】までに、

2013（平成25）年度【基準年度】の排出量5724.6 千 t-CO2から 1,719.5 千 t-CO2（30%）

の削減を目指します。 

　 年度 【基準年度】

2013 2017 2025 2030

排出量 5,418.6 4,679.4 4,384.3 3,953.4

排出量 1,321.6 1,075.7 1,186.6 1,130.2

増減量 - ▲ 245.8 ▲ 135.1 ▲ 191.3

増減率 - ▲ 18.6% ▲ 10.3% ▲ 14.5%

排出量 1,422.7 1,351.5 1,134.0 1,013.7

増減量 - ▲ 71.2 ▲ 288.7 ▲ 409.0

増減率 - ▲ 5.0% ▲ 20.3% ▲ 28.8%

排出量 1,200.7 1,020.1 1,038.4 970.8

増減量 - ▲ 180.6 ▲ 162.4 ▲ 229.9

増減率 - ▲ 15.0% ▲ 13.6% ▲ 19.2%

排出量 1,403.0 1,138.9 964.1 781.2

増減量 - ▲ 264.1 ▲ 439.0 ▲ 621.8

増減率 - ▲ 18.8% ▲ 31.3% ▲ 44.4%

排出量 70.7 93.2 61.4 57.5

増減量 - 22.5 ▲ 9.4 ▲ 13.2

増減率 - 31.8% ▲ 13.2% ▲ 18.7%

排出量 13.2 13.7 11.0 10.0

増減量 - 0.5 ▲ 2.3 ▲ 3.2

増減率 - 4.0% ▲ 17.1% ▲ 24.3%

排出量 67.6 70.3 58.3 54.3

増減量 - 2.8 ▲ 9.4 ▲ 13.3

増減率 - 4.1% ▲ 13.9% ▲ 19.7%

排出量 225.3 309.4 233.4 236.8

増減量 - 84.2 8.2 11.6

増減率 - 37.4% 3.7% 5.2%

5,724.6 5,072.8 4,687.2 4,254.5

- 405.5 308.8 249.4

排出量 5,724.6 4,667.3 4,378.4 4,005.1

増減量 - ▲ 1,057.2 ▲ 1,346.9 ▲ 1,719.5

増減率 - ▲ 18.5% ▲ 23.5% ▲ 30.0%

メタン（CH4）

(排出量・増減量：千t-CO2)

産業

運輸

民生・家庭

【目標】

温室効果ガス

二酸化炭素（CO2）

森林吸収量

合計

一酸化二窒素

（N2O)

代替フロン類等

排出量　計

民生・業務

廃棄物処理

※増減量及び増減率は2013年度との比較による 

図表 4.1 温室効果ガス排出削減目標 
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2030（令和12）年度において2013（平成25）年度比で 30％削減

なお、2017（平成 29）年に策定した浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）改定

版では、基準年度となる 2013（平成 25）年度の排出量は速報値でしたが、本計画では確定

値を用いました。それらの値から BAU ケース及び温室効果ガス排出量削減に向けた施策によ

る効果を見込み、目標とします。 

2 削減目標の設定 

本市における温室効果ガス排出量の目標は、 

とします。 

3 削減目標の部門別・施策別内訳 

  2013（平成 25）年度から 2030（令和 12）年度までに 1,719.5 千 t-CO2（30％）を

削減します。 

部門別削減量
内訳

施策別削減量
内訳

1 省エネルギーの推進

2 再生可能エネル
ギーの導入促進

３ 脱炭素都市の推進

4 二酸化炭素吸
収源の確保

BAUケース
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4 二酸化炭素排出実質ゼロに向けて 

2050年二酸化炭素排出実質ゼロを達成するためには、エネルギー使用における省エネルギー

化や化石燃料から電気への転換、再生可能エネルギーの導入により、二酸化炭素排出量を最大限

削減し、森林吸収量との均衡を図る必要があります。 

低炭素社会
2030
【目標】

2013
【基準年度】

脱炭素社会
2050

森林資源の活用と保全
291千t-CO2

二酸化炭素の排出量
5,,419千t-CO2

▲3,662千t-CO2

▲1,466千t-CO2

実質ゼロ

森林吸収量
249千t-CO2

※内訳
省エネルギーの推進
化石燃料から電気への転換
▲1,330千t-CO2

再生可能エネルギーの導入促進
▲2,332千t-CO2排出量

3,953 千t-CO2

排出量291千t-CO2

図表 4.3 二酸化炭素排出実質ゼロに向けて 

②再生可能エネルギーの導入促進 

「浜松市エネルギービジョン」（2020

年4月）では、2050年度の再生可能エ

ネルギー発電量（大規模水力を含む）は、

4,545,241MWh（2,332千 t-CO2の

削減）を見込んでいます。

①省エネルギーの推進・ 

 化石燃料から電気への転換 

さらなる省エネルギーの推進及び化石

燃料から電気への転換により、1,330千

t-CO2の削減を図ります。 

③森林資源の活用と保全 

森林資源の活用により、森林吸収量は、

291千 t-CO2を見込んでいます。 
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第5章 緩和策（温室効果ガス排出量削減に関する施策） 

1 2030年度目標達成のための施策の体系 

目標達成のための施策の体系を以下に示します。 

４つの基本施策の推進により、1,719.5 千 t-CO2から BAU 分 180.3 千 t-CO2を除いた

1,539.2 千 t-CO2の削減を目指します。 

なお、基本施策 1「省エネルギーの推進」と基本施策 2「再生可能エネルギーの導入促進」

は、相互の関連性が高いため、削減目標量を合算して表示しています。 

(2) 市民への省エネルギーライフスタイル普及促進

(3) 市の率先行動

【基本施策】 【施策の方針】 

(2) エネルギー関連技術・製品への支援

(1) 再生可能エネルギーなどの導入促進

(1) 拠点ネットワーク型都市構造の実現と 

  公共交通の利用促進

(3) 自動車の賢い利用の普及

(6) 水素社会の実現

(1) 森林資源の利用促進と林業の活性化 

(4) 建築物・インフラなどの低炭素化

(5) 二酸化炭素以外の温室効果ガスの排出抑制

(1) 事業者への省エネルギー普及促進

(2) 次世代自動車の普及促進

4 二酸化炭素吸収源 

  の確保 

3 脱炭素都市の推進 

吸収量249.4千 t-CO2

▲343.9 千 t-CO2

2 再生可能エネルギー 

  の導入促進 

1 省エネルギーの推進 

▲945.9 千 t-CO2
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2 目標を達成するための施策 

温室効果ガス排出量の大半がエネルギー使用に伴う二酸化炭素由来であることから、市民、

事業者、市が一体となって一層の省エネルギーに取り組む必要があります。 

(1) 事業者への省エネルギー普及促進 

現在、エネルギーの使用の合理化等に関する法律（以下、省エネ法）の対象事業所には「毎

年 1％の原単位削減」という努力目標があり、また業界団体などによる目標設定など、自主的

な取組が進められています。こうした先進的な事業者の取組の普及を図るとともに、省エネ法

の対象とならない事業者に対しても、引き続き省エネ診断や省エネ機器の情報を提供して、事

業活動の省エネルギー化を促進します。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

219.0 千 t-CO2 
（産業部門）

148.3 千 t-CO2

（民生・業務部門） 

機器改修などの効率改善及び節電などの運用改善による省エネルギー化、 

再生可能エネルギー導入 

・高効率空調機効率（COP、APF）  27%～33%上昇 

・高性能ボイラーの導入       

・省エネ型施設園芸設備の導入    

・省エネ農機の導入         

・高効率給湯器の導入          

高効率照明機器の導入による省エネルギー化 

・LED照明率  ストックで100％ 

FEMS、BEMSなどのエネルギー使用量の見える化機器の導入 

・FEMS普及率  23%（2013年度：5%） 

・BEMS普及率  47％（2013年度：8%）  

250.7 千 t-CO2 

（民生・業務部門） 

建築物の省エネルギー化、再生可能エネルギー導入 

・新築建築物における省エネ基準適合率   100%（2013年度：93%）

・省エネ基準を満たす建築物ストックの割合  39%（2013年度：23%）

1.6 千 t-CO2

（民生・業務部門） 

国民運動「COOL CHOICE」の推進などの事業者向け普及啓発、ソフト面か

らの温暖化対策 

・クールビズ、ウォームビズの実施率  100％（2013年度：71%） 

基本施策1 省エネルギーの推進 
目標：945.9 千 t-CO2削減※

※基本施策2「再生可能エネルギーの導入促進」を含む 

※再掲分や参考分の削減目標量は含まない（以下同様） 
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各主体の取組 事業者 市 

省エネ診断や ESCO 診断などを活用し、設備・機器の導入や運転方法の見直しなど

により省エネルギー化を図る 
○ ○ 

コージェネレーションシステムや蓄電池、燃料電池等の導入を検討する ○ ○ 

環境負荷の少ない製品や製造方法を開発する ○  

省エネ総合支援窓口の開設など、事業者向け省エネ診断を活用・実施する ○ ○ 

FEMSや BEMSなどを導入し、エネルギーの見える化・最適化を図る ○ ○ 

事業者認定制度、企業協賛による LED照明等の導入など、事業者と行政の協働によ

る省エネルギー活動を推進する 
○ ○ 

建築物の高断熱化・高気密化及び省エネ機器、再生可能エネルギー機器の導入を図る ○ ○ 

温暖化対策や省エネ対策についての従業員教育を行う ○ ○ 

エネルギーの使用の合理化、電気の需要の平準化に関する所要の措置に努める ○ ○ 

エコアクション21等の環境マネジメントシステムの認証取得を推進する ○ ○ 

排出量取引（J-クレジットなど）制度の利活用（普及促進）を図る ○ ○ 

※「目標達成に向けた導入例」は、国の「地球温暖化対策計画」積算値から算定 

浜松市再エネ・省エネ事業者認定制度 

浜松市では、“エネルギーの地産地消”を推進し、浜松市エネルギービジョンに掲げる省エネ目標・

エネルギー自給率目標を実現するため、浜松市内に所在する事業所において再生可能エネルギーの導

入や省エネルギー化に積極的に取り組む事業者を認定し顕彰することで、事業者の自主的な省エネ対

策の促進や地産エネルギーの活用を進めています。４つの認定制度があり、2020 年度までに 33 社

を認定しました。 

① 省エネチャレンジ認定

制度 

電気使用量の低減を実現した事業者を顕彰することで、事業者の自

主的な省エネ対策を促進するもの 

② エネルギー自給目標 

達成事業所認定制度 

再生可能エネルギー等による自家消費を行う事業者を顕彰すること

で、電力自給率目標の実現に繋げるもの 

③ はままつ産電力小売 

事業者認定制度 

市内で地産エネルギーを販売する小売電気事業者を顕彰すること

で、事業者による”エネルギーの地産地消”を推進するもの 
④ はままつ産エネルギー

活用事業所認定制度 

市内で地産エネルギーを調達する事業所を顕彰することで、事業者

による積極的な地産エネルギーの利用を推進するもの 
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(2) 市民への省エネルギーライフスタイル普及促進 

市民向け省エネセミナーや学校における環境教育を通して、省エネ行動の啓発を行っていま

す。今後も、家庭でのエネルギー制御システム（HEMS）、省エネ支援機器などの導入促進やセ

ミナーなどを開催して、家庭の省エネルギーライフスタイルの普及促進に努めます。併せて、

３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）を踏まえたごみの減量を推進します。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

265.1 千 t-CO2 

（民生・家庭部門） 

家庭用機器の省エネルギー化、再生可能エネルギー導入 

・HEMS・スマートメーターの導入        

・ヒートポンプ型給湯器の導入              

・潜熱回収型給湯器の導入                

・家庭用燃料電池（エネファーム）の導入         

高効率照明機器の導入による省エネルギー化           

・LED照明率  ストックで100％ 

 脱炭素住宅の普及による省エネルギー化 

・ZEH（Net Zero Energy House）の普及  新築住宅の100％ 

・高断熱・高気密リフォームの推進      既存住宅の 30％ 

52.9 千 t-CO2

（民生・家庭部門） 

国民運動「COOL CHOICE」の推進などの市民向け普及啓発、ソフト面 

からの温暖化対策 

・家庭におけるクールビズ、ウォームビズの実施 

室内温度  夏 28℃（目安） 定着率100％（2013年度：77%） 

冬 20℃（目安） 定着率100％（2013年度：81%） 

8.3千 t-CO2

（廃棄物処理部門） 

3Rをはじめとしたごみの減量 

・プラスチック製容器包装廃棄物の分別収集の推進 

各主体の取組 市民 事業者 市

HEMS の普及、家庭エコ診断制度、学校における環境教育や地域、各種団体

などを対象とした環境講座の開催などにより、家庭の省エネ対策に取り組む 
○  ○ 

電化製品や給湯器などの購入時に、省エネラベルなどを参考にして、エアコ

ンやエコキュートなど、省エネ性能の高い製品を選択する 
○ ○ ○ 

電化製品などの利用方法を熟知し、無駄なエネルギー使用を省く ○ ○ ○ 

住宅や機器の販売（購入）時に、それぞれの特性を説明（理解）し、利用状

況に応じた適切な設備の提案（導入）をする 
○ ○ ○ 

国民運動COOL CHOICEに賛同し、賢い選択を実践する ○ ○ ○ 

職場と家庭が一体となった温暖化対策に取り組む ○ ○ ○ 

若者世代への啓発を通し、地球温暖化への問題意識を芽生えさせ、自ら行動

を起こすことができる人材を育成する 
○  ○ 

ごみの減量と資源化、適正な処理・分別に努める ○ ○ ○ 
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各主体の取組 市民 事業者 市 

各種拠点回収（剪定枝、古紙・古布、羽毛ふとん、使用済み小型家電、廃食

用油、インクカートリッジなど）を利用したリサイクルに努める（各種収集

拠点を整備する） 

○  ○

生ごみの水切りによる減量化及び、コンポストや生ごみ処理機を普及して生

ごみの資源化を図る（減量、資源化の普及啓発） 
○  ○ 

事業系一般廃棄物の減量・資源化・適正処理の推進のため、立入検査などを

実施する 
 ○ ○ 

家庭や飲食店などから発生する食品ロスの削減に取り組む ○ ○ ○ 

ごみ減量教育を実施する ○ ○ ○ 

国民運動「COOL CHOICE」 

現状の温暖化対策のままでは、今世紀末の世界の平均気温が最大で 4.8℃上昇すると予測されて

おり、さらなる温暖化対策が求められています。このため、日本は自治体や事業者、国民の一致団

結により温室効果ガス削減に取組む国民運動「COOL CHOICE」

を推進しています。 

浜松市では、「COOL CHOICE」に賛同し、市民や事業者の

皆さんとオール浜松でさらなる省エネ行動の実践や温暖化対策

の取組への参加を促進しています。 

「COOL CHOICE」とは、温暖化防止に向けた『賢い選択』 

例えば、 

 照明を LEDなど高効率な照明に付け替えるという「選択」 

 車の発進時はアクセルをふんわり踏むという「選択」 

買い物時はエコバックを持っていくという「選択」 

 資源物を分別するという「選択」 

車でなくバスや電車で出かけるという「選択」 

 地域の食材や木材を使うという「選択」 

「COOL CHOICE」は身近な生活の中でできるアクションです。 

未来のために、あなたもぜひ「COOL CHOICE」に賛同してください。 

      ★浜松市民におけるCOOL CHOICE 賛同者数 10,129人（2020年12月末現在） 

省エネ法に基づくトップランナー基準
の達成状況を示す省エネルギーラベル 

国際エネルギースターロゴ 統一省エネルギーラベル 

（省エネラベルの例） 
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(3) 市の率先行動 

浜松市の一事業者として、市は率先的に地球温暖化対策に取り組みます。浜松市役所温暖化

対策マネジメントシステムの運用による省エネルギー行動の徹底や、省エネルギー改修、清掃

工場における余熱利用など、市役所の事務事業による温室効果ガスの排出削減対策を進めます。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

【参考】 

23.3 千 t-CO2 ※ 

浜松市役所温暖化対策マネジメントシステムの運用 

市有施設における省エネルギー改修の実施 

公用車への次世代自動車の導入 

新清掃工場の余熱等を利用した産業等の推進 

ごみ処理施設における発電 

・クールビズ、ウォームビズの実施率  100％ 

・ごみ処理量1tあたりの発電電力量  359kWh/t ～ 428 kWh/t 

                    （2013年度：231 kWh/t） 

市の取組

浜松市役所温暖化対策マネジメントシステムに基づき、各職場の温暖化対策推進員をリーダーとして

全職員が省エネ行動に努める 

省エネパトロールなどによる施設の調査・点検を実施し、省エネ改修や施設管理マニュアルの整備・

改善など、市有施設のエネルギー管理に努める 

市有施設におけるBEMSや空調機のインバータ化など省エネルギー改修を実施する 

照明の LED化を推進する 

省エネ改修により削減された温室効果ガスをクレジット化する等、カーボンオフセット制度を進める

省エネネットワークに参加している市民や事業者に対して、省エネ事例や最新の動向、国等の補助・

支援メニューなどの情報を提供し、市民や事業者の省エネ対策を支援する 

公用車に電気自動車やプラグインハイブリッド自動車、燃料電池自動車などの次世代自動車を導入す

る 

新清掃工場から発生する余熱エネルギー等を利用した産業や雇用創出の事業を推進する 

ごみ処理施設の余熱を利用した発電により、当施設や付帯施設への電力供給、売電を行う 

※浜松市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）第4期計画における目標値 
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太陽光や小水力、バイオマスなど、再生可能エネルギーを利用することにより、化石燃料の

使用を削減することができます。現在は、輸入された化石燃料を使用するエネルギーが中心で

すが、「浜松市エネルギービジョン」に基づき、再生可能エネルギーの利用を進め、エネルギー

の地産地消を目指します。 

(1) 再生可能エネルギーなどの導入促進 

太陽光発電をはじめ、小水力や風力、バイオマスなど地産の再生可能エネルギーの導入を促

進し、エネルギー自給率の向上に努めます。また、エネルギーの地産地消を進めるため、株式

会社浜松新電力を通じて、官民連携のもと再生可能エネルギーを最大限活用した電力を市内に

供給します。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

【参考】 

560.9 千 t-CO2 ※ 

太陽光発電、小水力発電、風力発電、バイオマス発電事業の推進 

・再生可能エネルギー発電量  1,370,160MWh 

（「浜松市エネルギービジョン」（2020年 4月）の2030年度目標） 

各主体の取組 市民 事業者 市 

住宅の創エネ・省エネ・蓄エネに関する設備機器を導入（助成）し、住宅の

スマート化を図る（支援する） 
○ ○

コージェネレーションシステムや蓄電池、太陽熱利用システムを設置・導入

する 
○ ○ ○ 

機器導入後の発電状況などを確認し、効率的な利用や経年劣化・故障の早期

発見に努める 
○ ○ ○ 

事業用の太陽光発電、蓄電池を設置・導入（支援）する ○ ○

公共施設へ創エネ・省エネ設備を導入し、隣接施設間で効率的なエネルギー

融通を行うマイクログリッドを形成する 
○ ○ 

公共施設に創エネ・蓄エネ・省エネ設備を導入し、「自立・分散型エネルギー」

による次世代エネルギーモデルの構築を目指す 
 ○ 

農業利水施設を活用した小水力発電や風力発電、バイオマス発電事業などの

再生可能エネルギーを導入（支援）する 
○ ○

民間事業者による再生可能エネルギーを活用した発電事業を推進し、それら

を利用した地域の活性化に努める 
○ ○

グリーン電力（CO2 フリー電気）の購入により、再生可能エネルギー由来の

電力の利用拡大に努めるとともに、太陽光発電の自家消費や株式会社浜松新

電力などを利用して、再生可能エネルギーの地産地消を推進する 

○ ○ ○ 

※再生可能エネルギー発電量に相当する2013年度からの二酸化炭素削減量（P20参照） 

基本施策2 再生可能エネルギーの導入促進 
※削減目標量は基本施策1「省エネルギーの推進」に含む 
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再生可能エネルギー導入による二酸化炭素削減量 

2020年4月に改定した「浜松市エネルギービジョン」では、2030年度を目標年度に、再生可能

エネルギー導入目標を掲げています。

 「浜松市エネルギービジョン」における再生可能エネルギー導入目標の発電量を二酸化炭素削減量

に換算すると、702.9 千 t-CO2、2013年度比では560.9 千 t-CO2になります。これは、BAU分

を除いた2030年度の温室効果ガス削減目標量1,539.2千 t-CO2の約3分の1に相当します。 

 再生可能エネルギーの発電量には電気事業者への売電分など、市域外で消費される分も含まれるこ

とから、市域の温室効果ガス排出削減のためには、再生可能エネルギーの導入と併せて、地産地消を

推進する必要があります。 

再生可能エネルギー発電量（大規模水力を除く）    

発電量（MWh） 
2013年度 

（基準年度） 

2018年度 2030年度 

（目標） 

太陽光発電 158,507 577,832 720,000 

風力発電 51,724 51,724 517,240 

バイオマス 66,472 69,000 121,880 

小規模水力発電   11,040 

計 276,703 698,556 1,370,160 

再エネ電力自給率 5.4％ 14.0％ 29.1％ 

  ※「浜松市エネルギービジョン」より（2013年度は実績値） 

再生可能エネルギー発電量に相当する二酸化炭素削減量 

二酸化炭素削減量（t-CO2） 
2013年度 

（基準年度） 

2018年度 2030年度 

（目標） 

太陽光発電 81,314 296,428 369,360 

風力発電 26,534 26,534 265,344 

バイオマス 34,100 35,397 62,524 

小規模水力発電   5,664 

計 141,949 358,359 702,892 

  ※2013年度の電気のCO2排出係数による 

再生可能エネルギー発電量に相当する2013年度からの二酸化炭素削減量 

二酸化炭素削減量（t-CO2） 
2013年度 

（基準年度） 

2018年度 2030年度 

（目標） 

太陽光発電 － 215,114 288,046 

風力発電 －  238,810 

バイオマス － 1,297 28,424 

小規模水力発電 －  5,664 

計 － 216,410 560,943 



- 21 - 

創エネ・省エネ・蓄エネ型住宅推進事業費補助金実績（市補助分） 

本市では、「創エネ・省エネ・蓄エネ型住宅推進事業費補助金」として、エネルギーを賢く利用し自

給自足を目指す次世代型住宅（スマートハウス）の設置を促進するため、創エネルギー・省エネルギ

ー・蓄エネルギーシステムの購入・設置費用の一部に対し補助金を交付しています。以下は過去の補

助金の交付実績です。本市の太陽光発電システムの補助金交付件数は市内の一戸建数に対して8.8％。

全国の値が 7.0%であることから、本市の取組は進んでいるといえます。本市の特色である全国トッ

プクラスの日照時間を最大限活用するためにも、今後の更なる普及が期待されます。

2020年3月31日現在 

※本市域の一戸建数：182,383戸（2015年国勢調査） 

※全国の値：「平成30年住宅・土地統計調査結果」（総務省統計局） 

～政令指定都市初  自治体出資の再生可能エネルギーによる地域新電力～

本市は、浜松版スマートシティの実現を目指して、再生可能エネルギーの地産地消を推進する新電

力会社『株式会社浜松新電力』を官民連携により2015年10月15日に設立し、翌年4月から電力

供給を開始しました。 

株式会社浜松新電力は、太陽光発電やバイオマス発電など市内の再生可能エネルギー電源から電力

を調達し、クリーンな電力を市民や企業、公共施設に供給しています。また、令和元年度からは一般

家庭への給電を開始しました。 

★設立の目的★ 

①再生可能エネルギーを活用した電力の地産地消  ②市内資源の有効活用 

③資金を市内で循環し市内経済を活性化      ④市民への節電・環境意識の醸成 

⑤エネルギーに不安のない強靭で低炭素な社会の構築 

対象システム 期間 補助件数 
市域の一戸建数

に対する割合 

家庭用蓄電池 2014～2019年度 1,657件 0.9％ 

家庭用燃料電池コージェネレーションシ

ステム（エネファーム） 
2014～2019年度 736件 0.4％ 

ヴィークル・トゥ・ホーム（V2H）対応

型充電設備 
2016～2019年度 4件 0.002％ 

太陽熱利用システム 2012～2019年度 327件 0.18％ 

太陽光発電システム ※R2より単独申請不可
（家庭用蓄電池システム又はV2Hと一緒に設置し、

同時に申請補助を行う場合のみ）

2000～2019年度 16,072件 8.8％ 
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(2) エネルギー関連技術・製品への支援 

エネルギーに対する不安のない強靭な社会の実現を目指すため、地域内外の企業や有識者、

金融機関、行政が一体となってスマートシティ実現に取り組むために「浜松市スマートシティ

推進協議会」を2015（平成27）年に設立しました。また、「浜松市バイオマス産業都市構想」

においてバイオマスのエネルギー利用と関連産業の活性化を図ります。こうした協議会の運営

やバイオマス利活用のほか、はままつ産業イノベーション構想の成長6分野※に含まれる環境・

エネルギー産業分野を支援し、新産業を創出します。 

※次世代輸送用機器産業、健康・医療産業、新農業、光・電子産業、環境・エネルギー産業、 

デジタルネットワーク・コンテンツ産業 

削減目標量（2030年度） 個別施策 

スマートシティの実現 

バイオマス利活用の促進 

環境・エネルギー産業の創出 

各主体の取組 市民 事業者 市 

はままつ産業イノベーション構想の成長 6 分野の支援により新産業を創出す

る 
 ○ ○ 

浜松市スマートシティ推進協議会を運営し、参画企業によるプロジェクトを

通じて、環境エネルギー産業を創造する 
 ○ ○ 

浜松市バイオマス産業都市構想に基づき、未利用木材や生ごみなどを活用し

たバイオマス発電事業の実現に向けた取組を進める 
 ○ ○ 

環境・エネルギー産業分野における新技術、新製品等の研究開発により事業

化を目指す 
 ○  

地域材を利用した製品（住宅、建築物、家具など）を選択する ○ ○ ○ 

浜松市バイオマス産業都市構想 

本市のバイオマス産業都市構想は、民間主導による 4つの発電プロジェクトを行政が支援する形で

推進し、バイオマスのエネルギー利用と関連産業の活性化を両輪とした「エネルギーに対する不安の

ない強靭な社会」を目指します。

木質バイオマス発電プロジェクト

・間伐材などの未利用材を中心に直接燃

焼によるバイオマス発電を実施

下水汚泥バイオマス発電プロジェクト

・下水道終末処理施設から発生する下水汚泥

をメタン化し、燃料電池発電を実施

木質バイオマス熱電供給 

プロジェクト 

・小径木や枝条部を中心に、木質ガス化

発電及び熱供給を実施

生ごみバイオマス発電 

プロジェクト 

・事業系生ごみをメタン化（メ

タン発酵によりバイオガスを

生成）し、ガス発電を実施
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運輸部門の二酸化炭素排出量が最も多いことから、移動に要するエネルギー消費量を削減す

ることが急務です。さらに、使用時にエネルギー消費量の少ない建築物やインフラなどを整備

するなど、まち全体で脱炭素化を進め、脱炭素都市を目指します。 

(1) 拠点ネットワーク型都市構造の実現と公共交通の利用促進 

市内では日常の移動を自家用車に依存する傾向が強く、運輸部門の二酸化炭素排出量の6割

を自家用車由来が占めています。そのため、公共交通の利用を促進するとともに、徒歩・自転

車、公共交通を中心とした移動を可能とする拠点ネットワーク型都市構造の構築やスマートシ

ティ化、市民サービスのデジタル化に努め、地球環境に配慮したまちづくりを進めます。 

また、持続可能な社会の実現のため、テレワーク環境の整備やテレビ会議システムの導入な

ど、「デュアルモード社会」に対応した体制づくりに取り組みます。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

11.3 千 t-CO2 

（運輸部門） 

公共交通の利用促進 

・自家用車からの乗換の推進 

各主体の取組 市民 事業者 市 

拠点ネットワーク型都市構造の実現に向け、都市計画マスタープラン及び立

地適正化計画に基づく取組を進める 
○ ○ ○

土地区画整理などにより交通結節点の機能強化や密集市街地及び低未利用地

のインフラ整備推進など都市基盤の再構築を図る 
○

意識啓発事業（モビリティマネジメント）を実施し自動車偏重を軽減する ○ ○

駅やバス停付近に利用者用の駐輪場を整備して、自転車から公共交通への乗

り継ぎを促進する（サイクル＆ライド用駐輪場整備） 
○ ○

通勤、通学、旅行等の移動には積極的に公共交通機関を利用する ○ ○ ○

在宅勤務やサテライトオフィス勤務などのテレワーク環境を整備する  ○ ○

 テレビ会議システム導入のための環境を整備する ○ ○

 行政手続きのオンライン化を推進し、移動に係る負荷を抑える ○ ○ ○ 

サイクル＆ライド用に整備された駐輪場 

基本施策3 脱炭素都市の推進 
目標：343.9 千 t-CO2削減 
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(2) 次世代自動車の普及促進 

近年は、電気自動車やハイブリッド自動車、燃料電池自動車など、新しい技術を導入した環

境性能の高い次世代自動車が開発されています。こうした次世代自動車の利用を促進して、自

動車利用による温室効果ガス排出量の削減を進めます。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

162.9 千 t-CO2 

（運輸部門） 

ハイブリッド自動車、プラグインハイブリッド自動車、クリーンディーゼル

自動車の普及及び燃費改善 

・新車販売における導入割合の拡大 

・平均保有燃費の向上 

129.0 千 t-CO2

（運輸部門） 

電気自動車、燃料電池自動車の普及 

・乗用車に占める電気自動車、燃料電池自動車の割合  25％ 

各主体の取組 市民 事業者 市 

はままつ産業イノベーション構想の成長 6 分野への支援を通じて、次世代自

動車を開発（支援）する 
○ ○

次世代自動車関連技術の技術開発に努める ○  

電気自動車用急速充電器を設置し、電気自動車の普及を促進する ○ ○

次世代自動車情報を提供するため、見学会を開催する ○ ○

次世代自動車を自家用車・社用車・公用車として導入する ○ ○ ○

自動車へ充電することや自動車を蓄電池として利用することができるヴィー

クル・トゥ・ホーム（V2H）システムを導入（支援）する 
○ ○ ○

浜松市における代表的な次世代自動車の普及状況 

静岡県の調査によると、本市の次世代自動車の対全車種割合は10.4％にとどまります。国の地球温

暖化対策計画（2016 年 5 月閣議決定）では、新車販売における次世代自動車の割合を 2030 年度

には50～70％にすることを目標に掲げており、次世代自動車の更なる普及が求められています。 
2020年4月1日現在 

電気自動車 ハイブリッド車 
プラグイン 

ハイブリッド車 全保有

総数(台) 

対全車

種割合

(％) 

対乗用

車割合

(％) 
保有総数 

(台) 

乗用車数 

(台) 

保有総数 

(台) 

乗用車数 

(台) 

保有総数 

(台) 

乗用車数 

(台) 

1,215 1,209 68,699 68,610 798 790 70,712 10.4 23.6 

※各保有総数は、乗用車、準乗用車、トラック、特殊用途車及びバスの合計台数

   （大型特殊自動車、軽自動車、二輪・原付及び小型特殊自動車は除く） 

本市の自動車保有総数、乗用車数

自動車保有総数 682,751台

乗用車数 299,558台

静岡県 令和2年自動車保有台数 
第6表「市町別電気自動車等自動車保有台数」

燃料電池自動車（公用車） 電気自動車用急速充電器 



- 25 - 

(3) 自動車の賢い利用の普及 

環境にやさしいエコドライブに加え、都市部では維持費の抑制や計画的利用が可能なカーシ

ェアリングなどが注目されています。自家用車を「使わない」のではなく、過度に依存せず「賢

く使う」という考え方を広めます。また、ゆとりある歩行空間や自転車通行空間の整備等を行

い、安全で安心して移動できる環境を形成し、徒歩や自転車利用を促進することで温室効果ガ

ス排出削減に努めます。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

27.7 千 t-CO2

（運輸部門） 

エコドライブの実践 

カーシェアリングの導入 

・乗用車におけるエコドライブの実践割合  25%（2013年度：6%） 

・カーシェアリング実施率  0.85%（2013年度：0.23%） 

・自家用車からの乗換の推進 

各主体の取組 市民 事業者 市 

輸配送の共同化などによる積載効率の向上、鉄道などの大量輸送機関の活用

など、物流の効率化を図る
○

自動車の燃費管理を行うことで温室効果ガスの排出抑制を図る ○ ○ ○

エコドライブを実践するとともに、事前に計画的なルートを作成するなど、

効率的な運行を心がける 
○ ○ ○

カーシェアリング事業の展開・利用により、自家用車の保有を見直す ○ ○

道路交通緩和のための時差通勤に取り組む ○ ○ ○

自動車利用から自転車（電動アシスト付含む）や徒歩への転換を促進する ○ ○ ○

自転車利用者等が安全・安心して移動できる環境づくりのため、「浜松市自転

車活用推進計画」に基づき自転車通行空間の整備を推進する 
 ○ ○ 

はままつエコドライブステッカー 
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(4) 建築物・インフラなどの低炭素化 

民生・家庭部門では、電力由来の排出量が8割を占めており、電化製品は年々、多様化、大

型化する傾向にあります。エネルギーモニターやHEMSなどの普及により、効率的な省エネを

進めるほか、断熱性能、気密性能が高い住宅の普及に努め、冷暖房に使用するエネルギーの抑

制を図ります。 

同様に、民生・業務部門においても、エネルギーモニターや BEMS などの普及、CASBEE

や建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（建築物省エネ法）の基準に適合する環境

性に優れた建築物の普及に努めます。また、道路照明といったインフラなどについても、高効

率化・長寿命化に取り組み、日常的に使用するエネルギーの削減に努めます。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

【再掲】 

265.1 千 t-CO2

（民生・家庭部門） 

スマートハウスなどの普及 

【参照】 

・基本施策1(2)家庭用機器の省エネルギー化、再生可能エネルギー導入 

        高効率照明機器の導入による省エネルギー化 

脱炭素住宅の普及による省エネルギー化 

【再掲】 

250.7 千 t-CO2

(民生・業務部門) 

建築物の省エネルギー化、再生可能エネルギー導入 

【参照】 

・基本施策1(1)建築物の省エネルギー化、再生可能エネルギー導入 

各主体の取組 市民 事業者 市 

スマートハウスや長期優良住宅、ZEH・ZEB、LCCM住宅・建築物などの普

及啓発、住まいに関するセミナーの実施、HEMSなど見える化ツールの導入、

良質な建築物の建設促進などにより、住宅の省エネルギー性能の向上を図る 

○ ○ ○

脱炭素に向けた住宅の普及を目指し、産学官連携により研究を行う  ○ ○ 

家庭用蓄電池、燃料電池コージェネレーションシステム、ヴィークル・トゥ・

ホーム（V2H）対応型充電設備、太陽熱利用システム、太陽光発電システム

などを導入（支援）する 

○  ○ 

HEMS・BEMS・FEMSなどの導入により、エネルギーを効率的に利用する ○ ○ ○ 

事業所やマンションにおける太陽光発電システム、エネファーム、蓄電池など

の設備を導入（支援）する 
 ○ ○ 

住宅や機器の販売（購入）時に、それぞれの特性を説明（理解）し、利用状況

に応じた適切な設備の提案（導入）をする 
○ ○ ○ 

省エネ性能の高い住宅や家電製品などを選ぶ ○ ○ ○ 

省エネ基準をはじめとした基準に適合した建物を建築（購入）する ○ ○  

住宅の断熱改修（窓、屋根、壁、床、天井など）や、気密性能を高めるなどの

エコリフォームに努める（支援する） 
○ ○ ○ 
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各主体の取組 市民 事業者 市 

家庭エコ診断やセミナーを通して、家庭でできる省エネ化に取り組む ○ 

経年劣化する道路照明灯の計画的な修繕・更新により、LED化を進める ○ 

自治会が所有する防犯灯について、LED 防犯灯の設置及び維持管理に要する

経費の助成を行い、LED化を進める 
○

(5) 二酸化炭素以外の温室効果ガスの排出抑制 

温室効果ガスには、二酸化炭素のほかに、メタン、一酸化二窒素、フロン類があります。 

このうち、特に強い温室効果がある代替フロン類は、オゾン層保護のため新たな冷媒として、

近年使用量が拡大しており、「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（フロン

排出抑制法）」が制定され対策が進められています。また、この法律での対象にならない自動車

や家庭用機器においても、フロン類の排出抑制に努める必要があります。 

フロンの排出抑制とともに、自然冷媒をはじめとしたノンフロン冷媒機器や低 GWP 型機器

の普及を図ります。 

市有施設においても、空調機や冷蔵冷凍庫などを多数所有していることから、これらについ

ても適正に管理します。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

0.8 千 t-CO2

(フロン類) 

冷蔵庫・エアコンなどの不法投棄の抑止（フロン類の漏えい防止） 

フロン排出抑制法に基づき、市有施設におけるフロン類の漏えい防止、回収・

適正処理を徹底 

自然冷媒をはじめとしたノンフロン機器や低GWP型機器の普及 

・市有施設における第一種特定製品からのフロン漏えい量 1,000t-CO2未満 

・ノンフロン機器や低GWP型機器の導入・普及率 100%（2013年度：7%）

0.4 千 t-CO2

(メタン) 

11.8 千 t-CO2

(一酸化二窒素) 

省エネルギー化やごみの減量などを通してのメタン、一酸化二窒素の排出抑制

 － 

各主体の取組 市民 事業者 市 

自然冷媒をはじめとしたノンフロン冷媒機器や低GWP型機器の普及・導入に

努める 
○ ○ ○ 

フロン排出抑制法に基づき、業務用空調機及び冷蔵冷凍庫の管理を適正に行う  ○ ○ 

家電リサイクル法や自動車リサイクル法を遵守する ○ ○ ○ 

空調機器や自動車を廃棄する際は、適正な処分を行う ○ ○ ○ 
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(6) 水素社会の実現 

水素は、利便性やエネルギー効率が高く、利用段階で二酸化炭素を排出しません。 

また、多種多様なエネルギー源から製造することができ、製造段階で二酸化炭素回収・貯留

（CCS）技術や再生可能エネルギー技術を活用することで、トータルでも二酸化炭素を排出し

ないエネルギー源になり得ます。さらには、大規模かつ長期間の貯蔵に適していることから、

太陽光発電や風力発電などの再生可能エネルギーの余剰電力を利用して製造・貯蔵することに

より、天候などに左右されない安定供給や非常時における活用が可能になります。 

本市では、官民のプラットフォームである「浜松市スマートシティ推進協議会」内に、水素

社会の実現に向けた新たなプロジェクトを立ち上げ、日常生活や産業活動における水素活用に

ついて研究を進めていきます。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

－ 

水素社会の実現 

・家庭用燃料電池（エネファーム） ・燃料電池自動車（FCV） 

・水素ステーション 

各主体の取組 市民 事業者 市 

家庭用燃料電池や燃料電池自動車など水素を利用する設備や機器を導入（普

及啓発・支援）する 
○ ○ ○

水素社会の構築促進のため、水素エネルギーに関する技術支援や普及セミナ

ーなどを開催する 
○ ○

国や他自治体などの動向を見ながら制度やインフラの整備を検討する ○ ○

家庭用燃料電池や燃料電池自動車、水素ステーションなどについて、低価格

化、性能向上に向けて必要な技術開発や実証を検討する 
○

水素製造・輸送・貯蔵技術について、技術開発や実証を検討する ○

水素社会とは 

 水素社会とは、「水素を日常の生活や産業活動で利活用する社会」のことをいいます。水素は、

化石燃料に変わる地球に優しいエネルギー源として注目を集めています。 

 水素社会の実現に向けては、技術面やコスト面、制度面、インフラ面で未だに多くの問題を抱

えています。私たちの身近でも、家庭用燃料電池（エネファーム）や燃料電池自動車（FCV）、

水素ステーションなどが水素を利用した製品や設備として存在しますが、これらについても更な

る低価格化、性能向上などが求められています。 
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市域の 66％を占める森林は、多くの二酸化炭素の吸収源としての役割を担っています。二

酸化炭素を吸収して育った樹木を木材として利用することで、二酸化炭素を大気中に放出せず、

固定化することができます。 

また、間伐材などの木質バイオマスを燃料として利用しても、成長時に二酸化炭素を吸収し

ていることから、大気中の二酸化炭素量を増加させないと考えられています。  

森林の育成と利用を両輪として、二酸化炭素吸収源を確保します。 

(1) 森林資源の利用促進と林業の活性化 

森林を二酸化炭素吸収源として継続的に活用するためには、間伐や主伐、植林などの森林経

営を進め、育った樹木を木材製品として利用していく必要があります。本市では、天竜材の付

加価値を高めるため、天竜区及び北区引佐地域の森林で FSC®森林認証を取得しています。 

例えば、住宅や建築物に木材を利用すると、森林が吸収した二酸化炭素を固定化し、より長

く地上にとどめておくことができるうえ、地元産木材であれば、市内の森林経営に貢献するこ

とができます。また、燃料として使用すると、化石燃料の使用量を削減できます。 

また、森林は林業の生産資源としてだけではなく、水源のかん養、二酸化炭素の吸収、山地

災害の防止など、さまざまな機能を有しています。森林の有する様々な機能を活用するために

は、森林に親しむとともに森林への理解を深め、林業の担い手を育てていく必要があります。 

削減目標量 

（2030年度） 

個別施策 

・目標達成に向けた導入例 

249.4 千 t-CO2

(吸収源対策) 

持続可能かつ適切な森林管理 

地産地消による天竜材の利用促進 

・森林認証取得面積  54,000ha 

（「浜松市森林・林業ビジョン」（2007年 3月）の2036年度目標） 

【参考】 

28.4 千 t-CO2 ※ 

バイオマス発電による発電量の増大 

・バイオマス発電による発電量  121,880MWh 

（「浜松市エネルギービジョン」（2020年 4月）の2030年度目標） 

各主体の取組 市民 事業者 市 

未利用間伐材などを活用した木質チップの製造、木質バイオマスボイラーや

ストーブなどの導入、バイオマス発電事業を推進する 
○ ○ ○

森林機能への理解及び木材利用を促進するため、森林環境教育などの普及啓

発活動を実施（参加）する 
○ ○ ○

天竜材（FSC認証材）など地域材を利用した住宅や製品を選択する ○ ○ ○

 家庭から発生する剪定枝などの拠点回収（みどりのリサイクル）を実施し資

源化を行うなど、バイオマスの活用を推進する 
○ ○ 

基本施策4 二酸化炭素吸収源の確保 
目標：249.4 千 t-CO2
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各主体の取組 市民 事業者 市 

企業のCSR活動として、森づくり事業を展開する ○

FSC森林認証林を維持、拡大する ○ ○

天竜材（FSC認証材）の地産地消を推進する 

・学校をはじめとした公共施設で天竜材を利用する 

・天竜材の家百年住
すま

居る
い る

助成事業や天竜材ぬくもり空間創出事業を実施し、

民間施設での天竜材利用を推進する 

・地域の森林組合、製材、木材流通、設計、建築、金融などの異業者が連携

し、新規事業の創出や木材利用を拡大する 

○ ○ 

天竜材（FSC認証材）の地産外商を推進し、市域の林業の活性化を図るとと

もに、国産材の利用を促進する 

・市外の地域へ天竜材を供給する 

・天竜材を使用した製品を開発し、全国流通させる

○ ○ 

※バイオマス発電による発電量に相当する2013年度からの二酸化炭素削減量（P20参照） 

天竜材の家百年住居る助成事業 

本市では、地域材を一定量使用した木造住宅を建築される方に対し、費用の一部を助成しています。

FSC認証材を使用した場合は、追加で助成が受けられます。

年 度 2015 2016 2017 2018 2019 

補助件数 199件 207件 218件 181件 146件 

東京 2020五輪・パラリンピック競技大会関連施設で天竜材が使用されました 

本市は、市域の66％が森林で「天竜美林」と称される美しい人工林が広がっています。その森林の

うち約50％がFSC森林認証を取得しており、取得面積は市町村別で全国一の規模を誇っています。

このFSC認証材である「天竜杉」が2021年に開催予定の東京五輪・パラリンピック競技大会で体

操やトランポリン会場となる「有明体操競技場」の外装や、メディアを通して多くの人の目にふれる

「選手村ビレッジプラザ」の事務所・メディアブースの柱や床に使用されました。今後、この良質な

天竜材を有効に活用・PRし、更なる認知度向上、流通量の拡大を促進します。 

外装の 50％以上に天竜材が使用された
有明体操競技場

事務所の柱や床に天竜材が使用されている
選手村ビレッジプラザ 
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二酸化炭素排出実質ゼロ、脱炭素社会の実現

第 6章 2050年長期ビジョン

１ 二酸化炭素排出実質ゼロに向けた2050年長期ビジョン

本市は、四方を海、山、川、湖に囲まれ、都市部と中山間地域を併せ持ち、日本を凝縮したよ

うな特性を持つことから「国土縮図型都市」と呼ばれています。 

このような本市の特性を活かし、本計画や浜松市エネルギービジョンなどに基づき、次の4つ

の柱により、2050年までの二酸化炭素排出実質ゼロ、脱炭素社会の実現を目指します。 

2050年長期ビジョン 

 市内の住宅・ビル全ての ZEH・ZEB 化を図るほか、エネルギーマネジメントシステムや省

エネ性能の高い家電、高効率設備の導入などにより、徹底した省エネルギーに努めるとともに、

再生可能エネルギーや蓄電池の利用拡大を推進し、エネルギーの地産地消を目指します。 

 市内登録車全てのゼロエミッションビークル（EV・FCV）化や、ヒートポンプ式の空調、

給湯など高効率な電化機器の普及を促進し、化石燃料から電気への転換を図ります。 

その他、スマートコミュニティや拠点ネットワーク型都市構造、水素社会の実現などにより、

持続可能な脱炭素のまちづくりを目指します。 

 全国随一の日照時間を活かした太陽光発電をはじめ、市域の約 66％を占める森林資源を使

用した木質バイオマス発電、遠州の“からっ風”を利用した風力発電など、多様な再生可能エ

ネルギーの導入を促進し、市内の総消費電力に相当する電気を100％再生可能エネルギーで賄

う「浜松市域“RE100”」の実現を目指します。 

 林業・木材産業の成長産業化、FSC森林認証による持続可能な森林経営の推進、天竜材の利

用拡大などにより、市域の約 66％を占める森林資源の活用と保全を図り、二酸化炭素吸収源

としての役割の強化を目指します。 

(3) ゼロカーボンエネルギーをつくる（再生可能エネルギーの導入促進） 

(1) エネルギーを賢くつかう（省エネルギーの推進） 

(2) 持続可能な脱炭素のまちづくり（化石燃料から電気への転換） 

(4 )二酸化炭素を吸収する（森林資源の活用と保全） 



- 32 - 

２ 二酸化炭素排出量実質ゼロに向けたロードマップ 

2021 2030 2050
中期 長期

浜松市域“RE100”とは 

浜松市域“RE100”とは市内の総消費電力に相当する電気を、市内の再生可能エネルギーで生み出

すことができる状態のことです。RE100の考え方を参考に、浜松市が独自に定義しました。 

【参考】RE100とは ※RE(Renewable Energy) 再生可能エネルギー

事業活動に用いる電力の100％を再生可能エネルギーで調達することを目指す企業が加盟している国際 

的な企業連合。2020年10月現在、世界で約260社（日本では約40社）が加盟している。

★浜松市域“ＲＥ100”へのチャレンジ目標 

浜松市内の再エネ発電量 ≧ 浜松市内の総電力使用量
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第７章 適応策（気候変動適応に関する施策）

1 これまでの気候変化 

(1) 気温 

本市域の年平均気温は、浜松特別地域気象観測所の 1883 年から 2018 年までの測定記

録を100年あたりに換算すると、1.4℃上昇しています。 

また、本市域の猛暑日（日最高気温 35℃以上）、真夏日（日最高気温 30℃以上）及び熱

帯夜（日最低気温 25℃以上）は増加傾向、冬日（日最低気温 0℃未満）は減少傾向にあり

ます。 

(2) 降水量 

本市域の年降水量は、過去100年間、明確な変化傾向はありません。 

静岡県域の１時間降水量 50ｍｍ以上（滝のように降る雨）の年間発生回数は、年ごとの

変動幅が大きく明確な傾向はみられませんが、全国の年間発生回数は、増加傾向にあります。 

2 将来の気候変化 

(1) 気温 

最も地球温暖化が進行した場合（RCP8.5シナリオ）、21 世紀末（2076年～2095年）

の本市域の年平均気温は、20世紀末（1980年～1999年）に比べて4.1℃上昇すると予測

されています。 

21世紀末の本市域の猛暑日は、20世紀末に比べて年間約30日増加すると予測されていま

す。また、真夏日と熱帯夜は約70日、夏日（日最高気温25℃以上）は約60日増加すると予

測されています。一方で、冬日は減少すると予測されています。 

(2) 降水量 

21世紀末の静岡県域の年降水量は、年による変動が大きいものの、20世紀末に比べて増

加する可能性が高いと予測されています。

同じく静岡県域の１時間降水量50mm以上の年間発生回数は、約2倍になると予測されて

います。また、無降水日も増加すると予測されています。 

※予測は、静岡地方気象台提供資料による。 

3 国、静岡県の気候変動による影響評価及び将来予測 

国の気候変動適応計画では、気候変動による現在及び将来の影響を「農業・林業・水産業」、

「水環境・水資源」、「自然生態系」、「自然災害・沿岸域」、「健康」、「産業・経済活動」、「国民

生活・都市生活」の 7 分野・30 大項目・56 小項目に整理し、重大性、緊急性、確信度の観

点から評価しています。 

国の影響評価において、重大性が特に大きく、緊急性及び確信度が高い項目は、「農業・林

業・水産業」分野の水稲、果樹、病害虫・雑草、「自然生態系」分野の分布・個体群の変動、「自

然災害・沿岸域」分野の洪水、高潮・高波、「健康」分野の熱中症などになります。 
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また、静岡県では、「静岡県の気候変動影響と適応取組方針」において、上記以外に、現在及

び将来予測される影響として、「農業・林業・水産業」分野の（水産業の）増養殖等、「水環境・

水資源」分野の水供給、水需要、「自然生態系」分野の野生鳥獣による影響、「自然災害・沿岸

域」分野の土石流・地すべり等、「健康」分野の節足動物媒介感染症などをあげています。 

4 本市の目指す姿 

本市は、遠州灘に面した海岸や赤石山脈へと続く山地、山地から平野を抜け遠州灘へ流れる

天竜川、汽水の浜名湖など多様な自然環境に恵まれていますが、気候変動の影響を受けやすい

地理的社会的条件を有しているともいえます。近年では、2018（平成 30）年 9 月の台風第

24 号による大規模停電の発生や、2020（令和 2）年 8 月 17 日の国内観測史上最高気温に

並ぶ41.1℃の猛暑など、気候変動の影響が深刻化しています。 

本市の気候変動の影響は、あらゆる分野に及ぶことが想定されるため、すべての分野におけ

る取組を網羅的に推進し、気候変動に適応した、強靭なまちづくりを目指します。 

5 各分野における適応策 

本市では、国、静岡県の影響評価及び将来予測を参考に、市域の特性や関係部局への照会結

果に基づき、懸念される影響とそれらに対する適応策を次の6分野に整理しました。 

(1)「農業・林業・水産業」分野

①農業 

懸念される影響

A：水稲の白未熟粒の発生、一等米比率の低下 

B：ミカンの着色遅延、浮皮の発生、品質低下、貯蔵性低下、 

栽培適地の北上  

C：自然薯の不作 

D：施設野菜や露地野菜の収量低下、品質低下 

E：茶の萌芽期や摘採期の早まり、凍霜害の危険性の増加 

F：搾乳牛の乳量低下 

G：畜産動物へのストレス増加に伴う生産高の低下 

H：畜産衛生害虫の発生増加及び生息域、生息期間の拡大とそれに伴う家畜伝染病まん延リスク

の上昇 

I：病害虫の発生増加及び分布域の拡大 

本市が取り組む適応策 

A～E：培養技術による新たな農作物や高温耐性品種・系統の導入と普及 

F・G：畜舎へのミスト設置などに対する支援 

H：畜産農家への衛生害虫防除用資材の配布 

I：「高温注意報」、「病害虫予察情報」などの高温障害や病虫害の発生に関する情報の収集 

※表中のアルファベットは、「懸念される影響」と「適応策」の対応関係を示す（以下同様） 

  貯蔵中にカビが生えてしまった温州みかん 

（提供）静岡県農林技術研究所果樹研究センター



- 35 - 

②林業 

懸念される影響 

A：山地災害発生件数の増加 

B：人工林の生育不良 

C：天然林の分布適域の変化 

D：森林病害虫のまん延 

本市が取り組む適応策 

A～D：保安林配備の計画的な推進による、森林の有する水源の 

かん養、災害の防備などの公益機能の高度発揮 

A～D：治山施設や森林の整備などの推進による山地災害の防止、 

被害の最小限化と地域の安全性の向上 

③水産業 

懸念される影響 

A：漁獲量の減少 

B：海面養殖におけるカキなどのへい死率の上昇、養殖ノリの収穫量の減少 

C：生態系の変化による、アサリなど二枚貝の減少 

本市が取り組む適応策 

A～C：漁獲量の変化や地域産業への影響※に係る継続的な調査、情報収集 

A～C：海水温の上昇、海洋の酸性化、貧酸素化などの養殖への影響に係る調査、情報収集 

※地球温暖化以外の要因も関連し、不確実性が高く予測精度は低いとされている 

(2)「水環境・水資源」分野 

懸念される影響 

A：水道水原水として利用している河川表流水の水温上昇に伴う水質変化 

B：無降雨・少雨による水量低下 

本市が取り組む適応策 

A：水質検査の継続実施による水質変化の監視及び早期探知、水処理技術の情報収集、研究 

B：取水量の調整 

B：渇水対策本部の設置 

B：他都市との災害時相互応援協定に基づく支援要請 

市民、事業者が取り組む適応策 

B：節水の実践 

土砂流出防備保安林（北区引佐町渋川） 

（提供）静岡県西部農林事務所
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 (3)「自然生態系」分野

懸念される影響 

A：ニホンジカ・イノシシの分布拡大による農業被害の深刻化 

B：外来種の生息域の拡大、新たな外来種の侵入 

C：動植物の生息状況（種類、生息数、分布等）の変化 

本市が取り組む適応策 

A：大規模防護柵の設置推進、各種講演会や実証試験の実施 

A：鳥獣被害対策実施隊による集落単位の巡回・追払活動などの実施 

A：有害鳥獣捕獲計画の策定と鳥獣捕獲報奨金の執行 

A：電気柵・複合柵等の設置に対する補助事業の実施 

B：外来種の分布確認、外来種の防除及び適正管理 

C：動植物モニタリング調査の実施、保護の必要のある種への対策の検討 

市民、事業者が取り組む適応策 

B：外来種に関する情報の市への提供 

(4)「自然災害・沿岸域」分野 

懸念される影響 

A：土砂災害発生件数の増加 

B：浸水被害の増加 

C：異常気象による災害の激甚化、農業被害の深刻化 

本市が取り組む適応策 

A・B：浜松市地域防災計画、ハザードマップ、区版避難行動計画の定期的な見直しや周知 

A・B：浜松市防災アプリや防災ホッとメールなどを通じた防災情報の提供 

A・B：都市水害の軽減や土砂災害防止に資する緑地の確保 

A・B：居住誘導区域からの災害リスクの高いエリアの除外 

A・B：水防活動の支援 

A・B：タイムライン（防災行動計画）の作成 

A：災害発生の恐れのある林地における治山施設の整備 

A：道路斜面の防災対策による道路ネットワークの強靭化 

B：浸水リスクに応じて重点的に対策を行う地域と対策方針をまとめた「浜松市総合雨水対策計画」

の策定による総合的な浸水対策の推進 

B：内水ハザードマップの作成と防災訓練などでの活用 

B：洪水氾濫などの被害の軽減に係る取組方針※のフォローアップによる、ハード・ソフト一体と

なった総合的な取組の推進 

※大規模氾濫減災協議会などにおいて県などの関係機関と連携して作成したもの

複合棚

山間部における土砂崩れ
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本市が取り組む適応策

B：かんがい排水などの農業施設の維持管理・保全による浸水・湛水被害の防止、災害発生時の

速やかな復旧 

B：河川及び排水ポンプ場の改修の推進 

B：雨水対策事業や下水道改善事業、農地防災事業やかんがい排水事業の推進 

B：農業用ため池の耐震調査とハザードマップ作成 

C：甚大な農業被害発生に対する国・県との協調による被災農業者支援事業（補助事業）の実施 

C：農業被害に対する各種制度（収入保険、農業共済等）の周知 

C：BCP（事業継続計画）策定講座（浜松市認定農業者協議会西支部の営農リスク対策事業）の

開催

市民、事業者が取り組む適応策

A・B：浜松市地域防災計画、ハザードマップ、浜松市防災アプリなどの確認や利用 

A・B：避難経路・避難所の確認、防災訓練への参加 

A・B：気象情報の確認、備蓄品の用意 

A・B：災害に強い住宅の選択・リフォーム、窓・屋外工作物の補強 

A・B：マイ・タイムライン（防災行動計画）の作成

(5)「健康」分野 

①暑熱 

懸念される影響 

A：熱中症患者の増加、熱中症搬送者数の増加 

B：学校内における熱中症リスクの増加 

本市が取り組む適応策 

A：公共施設クールシェアスポットの開放 

A：熱中症予防の普及啓発、市民向け予防講座の開催 

A：メールによる熱中症予防の注意喚起 

B：学校管理下における熱中症事故防止の周知徹底 

B：熱中症事故防止確認シートの作成 

B：暑さ指数（WBGT）に基づく運動指針や水分・塩分の補給など、高温等に伴う運動に係る学

校の対処基準の設定 

市民、事業者が取り組む適応策 

A：水分や塩分の補給、体調管理、暑さに備えた体づくり 

A：クールビズ（衣類の軽装化）の実施、外出時の日傘・帽子の使用 

A：エアコンの適切な利用 

A：住宅・ビルの壁面緑化、すだれ・サンシェードなどによる日射遮蔽 

A：熱中症に関する情報の収集 
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②感染症 

懸念される影響 

A：シカやイノシシ等野生動物の生息域拡大による、日本紅斑熱や SFTS 等マダニ媒介性感染症

の増加 

B：デング熱等の原因となるウイルスを媒介するヒトスジシマカの発生及び生息域の拡大 

本市が取り組む適応策 

A：マダニにおける病原体保有調査の実施 

B：ヒトスジシマカの発生状況の継続的な観測、調査による蚊の発生動向の把握、ウイルス保有状

況の確認による蚊媒介感染症発生のリスク評価 

市民、事業者が取り組む適応策 

B：虫よけスプレーなどによる虫刺され予防、水たまりなどの蚊の発生源の除去 

(6)「市民生活」分野 

懸念される影響 

A：大風水害等による停電 

B：冷暖房ピーク負荷の増加による電力需給の逼迫

C：水温の上昇に伴う、溶存酸素量の低下や水中微生物の増殖等に起因する悪臭等の発生

D：平均気温上昇による光化学オキシダント濃度の増加に伴う健康被害リスクの増大 

E：ヒートアイランド現象の発生

本市が取り組む適応策 

A・B：太陽光発電システムや太陽熱利用システムなど創エネ・省エネ・蓄エネ型住宅の普及促進 

A・B：自立分散型電源のマイクログリッドモデルの運用と公共施設への再エネ設備導入や再エネ

電源運用の拡大 

A・B：BCPの強化 

C：特定事業場の排水指導、市民啓発等を通じた公共用水域への栄養塩類の排出量抑制 

C：公共用水域の水質常時監視 

D：原因物質の窒素酸化物（NＯx）や揮発性有機化合物（VOC）の排出抑制に係る、1都9県 7

市の広域的な取組による光化学オキシダント濃度の低減 

D：光化学オキシダント注意報等が発令された際の市民への迅速な情報提供 

E：市街地における暑熱環境改善に資する緑地の確保 

市民、事業者が取り組む適応策 

A・B：停電時に備えた家庭用蓄電池や太陽光発電システム・太陽熱利用システムなどの導入 

6 今後の適応策への対応 

関係部局や国、国立環境研究所、静岡県、静岡県気候変動適応センターなどと連携して情報

収集や情報発信に努めるとともに、影響評価及び将来予測に基づき、継続的に本市の状況に応

じた適応策を検討していきます。また、市民、事業者に対して、気候変動の影響への関心の喚

起や適応策の実践を促進するための普及啓発を図ります。 
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第8章  計画の推進 

1 計画の推進体制 

1） 主体の役割 

＜市民＞ 

家庭から排出される二酸化炭素は、世帯あたりでは減少していますが、市全体では増加して

います。これは、核家族化とともに高齢者世帯の増加が進んでおり、世帯あたり人員が減って

いることが原因であると考えられます。世帯あたり人員が減ると一人あたりのエネルギー消費

量が増える傾向があります。また、家庭から排出される温室効果ガスのうち、自動車の占める

割合は約33％で、これは全国平均約24％と比較しても高い割合であることから、過度に依存

せず「賢く使う」という考え方が必要となります。今後も一人ひとりが省エネルギー活動や省

エネルギー製品の購入・利用に努め、環境保全に配慮した省エネルギーライフスタイルを実践

していきます。 

また、市や国、静岡県が提供する情報を活用し、地域における防災情報の確認、節水の実践、

熱中症予防の徹底など、自らの気候変動適応行動を実施するよう努めます。 

＜事業者＞ 

製造業を中心とする産業部門から排出される二酸化炭素は、2005（平成 17）年から減少

しましたが、サービス業を中心とする民生・業務部門から排出される二酸化炭素は、1990（平

成 2）年から増加傾向が続いています。飲食・小売業では、店舗の大型化、長時間営業化が事

業所あたりの排出量を増加させていると考えられます。 

製造業では、省エネがコスト削減に直結することから、大規模事業所を中心に多くの事業所

が省エネに取り組んできたと考えられますが、小規模の事業所が多い民生・業務部門では、取

組が遅れていると考えられます。 

事業者は、自らの事業活動が環境に与える影響を認識して、省エネルギーの推進や再生可能

エネルギーの利用などによる温室効果ガスの排出削減に積極的に取り組み、社会的責任を果た

します。 

また、自らの事業活動を円滑に実施するため、その事業活動の内容に即した気候変動適応を

推進するよう努めます。 

＜市＞ 

市民や事業者に対して、浜松市地球温暖化防止活動推進センターや浜松市地球温暖化防止活

動推進員などと連携して、緩和策及び適応策の普及啓発や情報提供に努めます。 

また、市は、温室効果ガスを排出する一事業者であることを認識して、率先的な立場で緩和

策及び適応策に取り組んでいきます。 
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2） 推進体制 

本計画は、浜松市全域の温室効果ガス排出量を削減し、地球規模の気候変動対策に寄与して

いくことを目的としています。 

温室効果ガスは、日常生活や事業活動など、あらゆるところから排出されていることから、

市民、事業者、市がそれぞれに求められる役割を果たしながら、相互に連携して緩和策や適応

策に取り組むこととします。 

浜松市地球温暖化防止活動推進センターや浜松市地球温暖化防止活動推進員などと連携して、

地球温暖化の現状やその防止対策の重要性などについて、イベントや広報活動を通じて、市民

や事業者に対し情報を提供します。 

また、緩和策や適応策は、エネルギー政策や技術開発、経済的措置、法整備など国の施策と

密接な関係があることから、国や県と連携を図りながら対策を進めます。 

緩和策や適応策に関する施策は多岐にわたり、庁内の多くの部署が直接的・間接的に関わっ

ています。このため、これまで以上に関係部局が連携・協働して必要な情報を共有し、本計画

に基づく施策を推進するとともに、指標の進捗状況を把握して必要に応じて施策を見直します。 

図表7.1 推進体制
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2 計画の進捗管理・チェック 

温室効果ガス排出量の削減目標を達成するためには、施策を確実に実施していくことが重要

です。施策の進捗状況や効果を点検・評価し、計画の推進や見直しに対して助言する機能を浜

松市環境審議会が担います。 

毎年、温室効果ガス排出状況や施策の実施状況などを把握しながら進捗管理を行うとともに、

これらについて、年1回、公表を行います。進捗管理に当たっては、基本施策ごとに指標を設

定し、進捗状況を把握するものとします。また、目標の達成状況を踏まえ、2025年度に見直

しを実施します。ただし、国際的な動向や国の計画変更など社会情勢に大きな変化が生じた場

合は、見直しを行います。 

図表 7.2 基本施策及び指標 

基本施策及び指標 
2013 

（基準年度） 

目標値 

(目標年度) 

1 省エネルギーの推進 

2 再生可能エネルギーの導入促進 

市民1人1日あたりのエネルギー使用量 

（電力使用量換算） 
8.1 kWh/人・日 

6.9 kWh/人・日 

(2030年度) 

従業員1人1日あたりのエネルギー使用量 

（電力使用量換算） 
14.8 kWh/人・日 

9.8 kWh/人・日 

(2030年度) 

 市民 1人1日あたりのごみ排出量 ※1 898g/人・日 
843g/人・日 

(2028年度) 

3 脱炭素都市の推進 

市民1人1日あたりの移動に要する燃料使用量 

（ガソリン使用量換算） 
2.1 L/人・日 

1.6 L/人・日 

(2030年度) 

4 二酸化炭素吸収源の確保 

 森林認証取得面積 ※2 42,174ha 
54,000ha  

(2036年度) 

※1 「浜松市一般廃棄物処理基本計画『ごみ処理基本計画編』」（2014年3月）より 

※2 「浜松市森林・林業ビジョン」（2007年3月）より 
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3 ロードマップ 

施策の方針 部門 2021 2022 2023 2024 2025 2030

1 省エネルギーの推進 (1) 事業者への省エネルギー普及促

進

産業

民生・業務

(2) 市民への省エネルギーライフス

タイル普及促進

民生・家庭

廃棄物処理

(3) 市の率先行動 民生・業務

廃棄物処理

施策の方針 部門 2021 2022 2023 2024 2025 2030

2 再生可能エネルギーの導入
促進

(1) 民生・家庭

産業

民生・業務

民生・業務

(2) エネルギー関連技術・製品への

支援

産業

民生・業務

基本施策

再生可能エネルギーなどの導入
促進

基本施策

事業者向け省エネ診断や支援等の実施

事業者と協働した省エネルギー活動

家庭の省エネ対策の普及促進

・ エネルギーモニター等見える化ツールの普及

・ うちエコ診断受診促進、環境教育・環境学習の推進

・ ZEHの普及、高断熱・高気密リフォームの推進

・ 若者世代への啓発

ごみ減量・リサイクルの推進

・ 各種資源物の拠点回収の促進

・ ごみ減量教育の推進

・ 生ごみの減量化、資源化の検討

・ 食品ロスの削減

・ 事業者への減量・資源化・適正処理の普及促進

計画の策定・実施

・浜松市役所温暖化対策マネジメントシステム運用

・浜松市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)第5期計画に

基づく事業の推進

計画の

見直し

新清掃工場の整備
新清掃工場の運用

・余熱等を利用した産業等の推進

住宅への太陽光発電、蓄電池、コージェネレーションシステム

バイオマスエネルギー等導入促進

再生可能エネルギーの導入促進

・太陽光発電、蓄電池

・バイオマスや小水力、風力等の再生可能エネルギー

スマートシティの実現

「COOL CHOICE」普及促進

「COOL CHOICE」普及促進

ライフスタイル

イノベーションの展開

省エネルギー性能の高い設備・機器の導入促進

バイオマス利活用の促進

環境エネルギー産業の創出

徹底的なエネルギー管理の実施

隣接施設間で効率的なエネルギー融通を行うマイクログリッドの形成

自立・分散型エネルギーの普及拡大

エコアクション21取得を目指す事業所の支援
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施策の方針 部門 2021 2022 2023 2024 2025 2030

3  脱炭素都市の推進 (1) 運輸

運輸

(2) 次世代自動車の普及促進 運輸

(3) 運輸

(4) 建築物・インフラなどの低炭素化

民生・家庭

全部門

(5) 二酸化炭素以外の温室効果ガス

の排出抑制

フロン

メタン

一酸化二窒素

(6) 水素社会の実現 全部門

施策の方針 部門 2021 2022 2023 2024 2025 2030

4  二酸化炭素吸収源の確保 (1) 吸収源対策

産業

民生・業務

民生・家庭

森林資源の利用促進と林業の活

性化

自動車の賢い利用の普及

基本施策

基本施策

拠点ネットワーク型都市構造の

実現と公共交通の利用促進
拠点ネットワーク型都市構造の実現

・都市計画マスタープラン・立地適正化計画の推進

・都市基盤の再構築

公共交通の利用促進

・サイクル&ライドやパーク&ライドの整備
・モビリティマネジメント

ＥＶ・ＦＣＶ等の次世代自動車の導入推進

急速充電器等の設置推進

次世代自動車の開発支援

エコドライブの実践

カーシェアリングの普及

既存の道路照明灯・防犯灯のLED化

良質な建築物の建設促進

住宅のスマート化

スマートハウス、長期優良住宅、ZEH等の普及

省エネルギー化やごみの減量等を通してのCH4、N2Oの排出抑制

家電リサイクル法、自動車リサイクル法の徹底、不法投棄の抑止

フロン類の漏えい防止、回収・適正処理の徹底

自然冷媒をはじめとしたノンフロン機器や低GWP型機器の普及

FSC 森林認証の取得

天竜材を用いた住宅の普及啓発

バイオマスの利活用

・家庭からの剪定枝の活用

森林・林業に関する啓発

森林環境基金の運営

エネファームや燃料電池自動車等水素を利用する設備や機器を普及

国や県、他自治体等の動向を見ながら制度やインフラの整備を検討

建築物省エネ法の適合

建築物省エネ法の適合・準拠

水素ステーションの設置推進

産学官連携による脱炭素住宅の研究

エネルギーの面的利用の促進

自転車通行空間の整備推進

天竜材の地産地消・地産外消の推進

ZEBの普及促進

省エネ技術取得支援
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資料－1

浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）2021年版 

策定組織 
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● 環境審議会委員 

平成 31年 4月 1日～令和4年3月 31日 

荒巻 太枝子 静岡県シェアリングネイチャー協会 

小名木 秀雄 浜松市自治会連合会 

田中 浩之 横浜創英大学 こども教育学部 

中村 美詠子 浜松医科大学 医学部 

野中 正子 浜松市消費者団体連絡会 

藤井 康幸 静岡文化芸術大学 文化政策学部 

藤本 忠藏 浜松医科大学 医学部 

松浦 敏明 静岡県産業廃棄物協会 

水谷 洋一 静岡大学 地域創造教育センター 地域創造学環 教授 

渡邉 記余子 浜松商工会議所 

● 浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定に関わる外部有識者 

田中 充 法政大学 社会学部・地域研究センター 教授 

水谷 洋一 静岡大学 地域創造教育センター 地域創造学環 教授 

松尾 廣伸 静岡大学 大学院 総合科学技術研究科 工学専攻  准教授 

● その他 

静岡県くらし・環境部 環境局 環境政策課 

浜松市地球温暖化防止活動推進員 

一般社団法人低炭素住宅推進普及協会 

浜松市地球温暖化防止活動推進センター 
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【庁内関係課】 

部局名 課名 緩和策 適応策 

１ 危機管理監 危機管理課  〇 

2 市民部 市民協働・地域政策課 〇  

3 

健康福祉部 

健康増進課  〇 

4 保健環境研究所  〇 

5 生活衛生課  〇 

6 

環境部 

環境政策課 〇 〇 

7 環境保全課  〇 

8 ごみ減量推進課 〇  

9 産業廃棄物対策課 〇  

10 廃棄物処理課 〇  

11 南清掃事業所 〇  

12 

産業部 

産業振興課 〇  

13 エネルギー政策課 〇 〇 

14 農業水産課 〇 〇 

15 農業振興課  〇 

16 農地整備課 〇 〇 

17 農地利用課 〇  

18 林業振興課 〇 〇 

19 

都市整備部 

都市計画課 〇 〇 

20 交通政策課 〇  

21 市街地整備課 〇  

22 建築行政課 〇  

23 緑政課 〇 〇 

24 

土木部 

道路企画課 〇  

25 道路保全課  〇 

26 河川課  〇 

27 
デジタル・スマートシ

ティ推進事業本部
デジタル・スマートシティ推進事業本部 〇 

28 消防局 警防課  〇 

29 学校教育部 健康安全課  〇 

30 

上下水道部 

上下水道総務課  〇 

31 下水道工事課  〇 

32 浄水課  〇 
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資料－２ 

温室効果ガス排出量・吸収量・指標等の推計・算定方法 
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■温室効果ガス排出量の現況推計方法

温室効果ガス排出量は、基本的に以下の式で表すことができます。 

温室効果ガス排出量 ＝ 活動量 × エネルギー消費原単位 × 炭素集約度 

活 動 量：温室効果ガス排出量に相関がある要因 

（製造品出荷額等、人口、世帯数、自動車保有台数など） 

エネルギー消費原単位：活動量当たりのエネルギー消費量 

炭素集約度：エネルギー種別温室効果ガス排出係数 

推計に使用した各部門の活動量の計算方法を以下に示します。得られた活動量に対し、排出係数

や単位発熱量を乗じて温室効果ガスを算出しました。 

●活動量の推計方法

ガス 部門 活動量計算 

CO2 産業 製造業 ＜燃料別＞ 

(都道府県別エネルギー消費統計 静岡県エネルギー消費量)×(浜松市 

製造品出荷額等)/(静岡県 製造品出荷額等) 

  農林水産業、

鉱業他、建設

業 

＜燃料別＞ 

（都道府県別エネルギー消費統計 静岡県エネルギー消費量）×（浜松

市 農林水産業・鉱業他・建設業従業者数）/（静岡県 農林水産業・鉱

業他・建設業従業者数） 

工業プロセス (全国 石灰石出荷量)×(浜松市 鉄鋼業 製造品出荷額等)/(全国 鉄鋼

業 製造品出荷額等) 

民生業務  ＜電力・石油系燃料＞ 

（都道府県別エネルギー消費統計 静岡県エネルギー消費量）×（浜松

市 業務系事業所数）/（静岡県 業務系事業所数） 

   ＜都市ガス＞ 

(浜松市都市ガス消費量(商業、公用、医療用)) 

   ＜LPG＞ 

（静岡県の家庭業務用合計）×｛（浜松市 業務系事業所数）/（静岡

県 業務系事業所数）｝－（家庭部門 LPG消費量推計値） 

民生家庭  ＜電力＞ 

（都道府県別エネルギー消費統計 静岡県エネルギー消費量）×（浜松

市 世帯数）/（静岡県 世帯数） 

   ＜都市ガス＞ 

(浜松市 用途別ガス使用量 家庭用) 

  ＜LPG＞ 

｛(静岡市 世帯当たり購入量を都市ガス普及率で補正した値)×(静岡

市と浜松市の世帯人員による補正)｝ 

＜灯油＞ 

(静岡市 世帯当たり購入量)×(静岡市と浜松市の世帯人員による補正) 
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ガス 部門 活動量計算 

CO2 運輸 自動車 (静岡県 車種別燃料別燃料消費量)×(浜松市 車種別自動車保有台

数)/(静岡県 車種別自動車保有台数) 

 鉄道・船舶 ＜船舶(旅客)＞ 

(全国 船舶(旅客)燃料種別使用量)×(浜松市 内航乗員人員)/(全国 内

航乗降人員) 

＜船舶(貨物)＞ 

(全国 船舶(貨物)燃料種別使用量)×(浜松市 入港総トン数)/(全国 入

港総トン数) 

鉄道・船舶 ＜鉄道＞ 

(会社別 全国 燃料別使用量)×(静岡県 発量＋着量＋域内量)/(全国 

発量[着量]＋域内量)×(浜松市 人口)/(静岡県 人口) 

 廃棄物 一般廃棄物 (浜松市 一般廃棄物排出量)×(廃プラスチック比率) 

産業廃棄物 (浜松市 種類別 [廃油・廃プラスチック類]産業廃棄物排出量) 

CH4 工業プロセス (全国 工業プロセス排出量)×(浜松市 化学工業製造品出荷額等)/(全

国 化学工業製造品出荷額等) 

 農業 家畜 (浜松市 種類別飼養頭羽数) 

  水田 (浜松市 経営耕地面積) 

 廃棄物 一般廃棄物 (浜松市 一般廃棄物排出量) 

下水処理 (浜松市 下水処理量) 

産業廃棄物 (浜松市 種類別 [汚泥、木くず、廃油、廃プラスチック]産業廃棄物焼

却量) 

燃料の燃焼 製造業 (燃料別燃料使用量) 

(注)製造業の算定結果より引用 

運輸(自動車) (静岡県 車種別走行キロ)×(浜松市 自動車保有台数)/(静岡県 自動車

保有台数) 

N2O 医療用ガス  (全国 医療用ガス排出量)×(浜松市 [病院病床数＋一般診療所病床

数])/(全国 [病院病床数＋一般診療所病床数]) 

 農業 農業土壌 (全国 農業土壌からの排出量)×(浜松市 畑面積)/(全国 畑面積) 

  畜産 (浜松市 種類別飼養頭羽数) 

 廃棄物 一般廃棄物 (浜松市 一般廃棄物排出量) 

下水処理 (浜松市 下水処理量) 

産業廃棄物 (浜松市 種類別 [汚泥、木くず、廃油、廃プラスチック]産業廃棄物焼

却量) 

燃料の燃焼 製造業 (燃料別燃料使用量) 

(注)製造業の算定結果より引用 

運輸(自動車) (静岡県 車種別走行キロ)×(浜松市 自動車保有台数)/(静岡県 自動車

保有台数) 



- 52 -

ガス 部門 活動量計算 

フロン類 HFC  (全国 製造に関わるHFC排出量)×(浜松市 製造品出荷額等)/(全国 

製造品出荷額等) 

(注)フロンガスが発生する複数の製造プロセスについて、関連の深

い製造業製造品出荷額等(化学工業、非鉄金属、または電子部品・

電気機械器具・情報通信機械器具製造業の合算)にて按分している 

(全国 使用に関わるHFC排出量)×(浜松市 人口)/(全国 人口) 

 PFC  (全国 製造に関わるPFC排出量)×(浜松市 製造品出荷額等)/(全国 

製造品出荷額等) 

(注)フロンガスが発生する複数の製造プロセスについて、関連の深

い製造業製造品出荷額等(化学工業、非鉄金属、または電子部品・

電気機械器具・情報通信機械器具製造業の合算)にて按分している 

(全国 使用に関わるPFC排出量)×(浜松市 人口)/(全国 人口) 

 SF6  (全国 製造に関わるSF6排出量)×(浜松市 製造品出荷額等)/(全国 

製造品出荷額等) 

(注)フロンガスが発生する複数の製造プロセスについて、関連の深

い製造業製造品出荷額等(化学工業、非鉄金属、または電子部品・

電気機械器具・情報通信機械器具製造業の合算)にて按分している 

(全国 使用に関わるSF6排出量)×(浜松市 電力消費量)/(全国 電力

消費量) 

吸収量 森林  (浜松市 齢級別面積[民有林])×(齢級別炭素吸収量)×(民有林面積＋

国有林面積)/(民有林面積) 

(注)人工林はスギ・ヒノキと想定 
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■温室効果ガス排出量の将来推計方法 

現状趨勢（BAU）ケースの推計 

BAU排出量 = (部門別排出量)×(指標の伸び率) 

●指標の想定 

区分 単位 

実績 想定 

備考 平成25 令和2 令和12 

2013 2020 2030 

人口総数 人 793,437 787,227 749,919 
浜松市の統計、将来推計

人口より 

世帯数 世帯 304,657 316,000 327,000 
浜松市の統計、将来推計

人口より 

生産年齢人口 人 504,409 459,358 424,877 
浜松市の将来推計人口

より 

製造品出荷額等 億円 21,303 21,137 22,488 過去５年間のトレンド 

農林水産業従業者数 人 1,895 1,726 1,403 

実績は経済センサスよ

り、想定は生産年齢人口

の変動参照 

建設業従業者数 人 24,218 22,055 17,927 

実績は経済センサスよ

り、想定は生産年齢人口

の変動参照 

令和 2年 1２月現在、中部電力の浜岡原子力発電所は、運転を中止している 3号機と 4号機の

新規制基準への適合性確認審査中です。今後、原子力発電所が稼働した場合は、電力の排出係数が

下がり将来の二酸化炭素排出量は減少しますが、稼働時期が不明であることと、安全側（BAU 排

出量を過少に見込まない）を考慮し、電力の排出係数は現状に固定することとしました。 
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●BAU排出量 

単位：千 t-CO2

部門 

【基準年】

平成25 令和2 

【目標年】

令和12 指標 

2013 2020 2030 

二酸化炭素 産業  1,321.6 1,299.5 1,349.3 - 

製造業 1,149.4 1,140.5 1,213.3 製造品出荷額等 

農林水産業 45.8 41.8 33.9 農林水産業従業者数 

建設業 99.5 90.6 73.7 建設業従業者数 

工業プロセス 26.8 26.6 28.3 製造品出荷額等 

運輸  1,422.7 1,411.5 1,344.6 - 

乗用車・バス 886.9 880.0 838.3 

人口総数 

自家用乗用車 840.4 833.8 794.3 

営業用乗用車 15.6 15.5 14.7 

バス 31.0 30.7 29.3 

貨物車 515.7 511.7 487.4 

船舶 0.5 0.5 0.4 

鉄道 19.6 19.5 18.5 

民生・家庭   1,200.7 1,245.4 1,288.7 世帯数 

民生・業務  1,403.0 1,277.7 1,181.8 生産年齢人口 

廃棄物処理 70.7 69.3 65.8 - 

一般廃棄物 60.8 60.3 57.4 人口総数 

産業廃棄物 9.9 9.0 8.4 生産年齢人口 

メタン  13.2 12.2 10.4 - 

燃料の燃焼 1.6 1.6 1.7 製造品出荷額等 

工業プロセス 0.0 0.0 0.0 製造品出荷額等(鉄鋼) 

農業 10.8 9.9 8.0 農林水産業従業者数 

廃棄物 0.8 0.7 0.7 人口総数 

一酸化二窒素 67.6 65.8 66.1 - 

燃料の燃焼 45.7 45.3 48.3 製造品出荷額等 

有機溶剤等使用 0.4 0.4 0.5 製造品出荷額等 

農業 15.2 13.8 11.3 農林水産業従業者数 

廃棄物 6.3 6.2 6.0 人口総数 

代替フロン類  225.1 223.3 237.6 製造品出荷額等 

排出量合計  5,724.5 5,604.7 5,544.3 - 

2013年比 - ▲2.2% ▲3.2% - 
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■削減見込み量 

2030年度のBAU排出量に対する削減見込み量を示します。 

設備の導入や技術向上による効果は、「2013年以降の対策・施策に関する検討小委員会におけ

る議論を踏まえたエネルギー消費量・温室効果ガス排出量等の見通し 対策導入量等の根拠資料」

（平成24年9月 12日改訂）の施策強度低位を、省エネ行動に関する啓発の効果は「地球温暖化

対策計画における対策の削減量の根拠」（平成28年 5月 13日）の想定をそれぞれ参考にしまし

た。 

●産業部門 

基本施策 施策の方針 個別施策 
削減見込量 

(千 t－CO2) 

1 省エネルギーの推進 
(1)事業者への省エネルギ

ー普及促進 

機器改修などの効率改善及び節電などの

運用改善による省エネルギー化、再生可

能エネルギー導入 

219.0 

高効率照明機器の導入による省エネルギ

ー化 

FEMS、BEMSなどのエネルギー使用量

の見える化機器の導入 

2 再生可能エネルギー

の導入促進 

(1)再生可能エネルギーな

どの導入促進 

太陽光発電、小水力発電、風力発電、バ

イオマス発電事業の推進 

合 計 219.0 

●運輸部門 

基本施策 施策の方針 個別施策 
削減見込量 

(千 t－CO2) 

3 脱炭素都市の推進 

(1)拠点ネットワーク型都

市構造の実現と公共交通

の利用促進 

公共交通の利用促進 11.3 

(2)次世代自動車の普及促

進 

ハイブリッド自動車、プラグインハイブ

リッド自動車、クリーンディーゼル自動

車の普及及び燃費改善 

162.9 

電気自動車、燃料電池自動車の普及 129.0 

(3)自動車の賢い利用の普

及 

エコドライブの実践 

カーシェアリングの導入 
27.7 

合 計 330.9 
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●民生・家庭部門 

基本施策 施策の方針 個別施策 
削減見込量 

(千 t－CO2) 

1 省エネルギーの推進 
(2)市民への省エネルギー

ライフスタイル普及促進 

家庭用機器の省エネルギー化、再生可能

エネルギー導入 

265.1 

高効率照明機器の導入による省エネルギ

ー化 

脱炭素住宅の普及による省エネルギー化 

2 再生可能エネルギー

の導入促進 

(1)再生可能エネルギーな

どの導入促進 

太陽光発電、小水力発電、風力発電、バ

イオマス発電事業の推進 

3 脱炭素都市の推進 
(4)建築物・インフラなどの

低炭素化 

スマートハウスなどの普及 

1 省エネルギーの推進 
(2)市民への省エネルギー

ライフスタイル普及促進 

国民運動「COOL CHOICE」の推進など

の市民向け普及啓発、ソフト面からの温

暖化対策 

52.9 

合 計 318.0 

●民生・業務部門 

基本施策 施策の方針 個別施策 
削減見込量 

(千 t－CO2) 

1 省エネルギーの推進 

(1)事業者への省エネルギ

ー普及促進 

機器改修などの効率改善及び節電などの

運用改善による省エネルギー化 

148.3 
高効率照明機器の導入による省エネルギ

ー化 

FEMS、BEMSなどのエネルギー使用量

の見える化機器の導入 

建築物の省エネルギー化、再生可能エネ

ルギー導入 

250.7 
2 再生可能エネルギー

の導入促進 

(1)再生可能エネルギーな

どの導入促進 

太陽光発電、小水力発電、風力発電、バ

イオマス発電事業の推進 

3 脱炭素都市の推進 
(4)建築物・インフラなどの

低炭素化 

建築物の省エネルギー化、再生可能エネ

ルギー導入 

1 省エネルギーの推進 
(1)事業者への省エネルギ

ー普及促進 

国民運動「COOL CHOICE」の推進など

の事業者向け普及啓発、ソフト面からの

温暖化対策 

1.6 

合 計 400.6 

●廃棄物処理 

基本施策 施策の方針 個別施策 
削減見込量 

(千 t－CO2) 

1 省エネルギーの推進 
(2)市民への省エネルギー

ライフスタイル普及促進 
3Rをはじめとしたごみの減量 8.3 

合 計 8.3 
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●二酸化炭素以外 

基本施策 施策の方針 個別施策 
削減見込量 

(千 t－CO2) 

3 脱炭素都市の推進 
(5)二酸化炭素以外の温室

効果ガスの排出抑制 

・冷蔵庫・エアコンなどの不法投棄の抑

止（フロン類の漏えい防止） 

・フロン排出抑制法に基づき、市有施設

におけるフロン類の漏えい防止、回収・

適正処理を徹底 

・自然冷媒をはじめとしたノンフロン機

器や低GWP型機器の普及 

0.8 

（フロン類） 

省エネルギー化やごみの減量などを通し

てのメタン、一酸化二窒素の排出抑制 

0.4 

（メタン） 

11.8 

（一酸化 

二窒素） 

合 計 13.0 

●二酸化炭素吸収源の確保 

基本施策 施策の方針 個別施策 
削減見込量 

(千 t－CO2) 

4 二酸化炭素吸収源の

確保 

(1)森林資源の利用促進と

林業の活性化 

持続可能かつ適切な森林管理 

地産地消による天竜材の利用促進 
249.4 

合 計 249.4 
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●森林吸収量 

森林吸収量は、浜松市内の樹種別・齢級別の森林面積に、樹種別・齢級別の1年当たりのおおよ

その炭素吸収量を乗じ、１２分の４４を乗じて二酸化炭素吸収量としました。 

国有林は、民有林と同じ構成と想定して面積比で吸収量を求め、民有林分と合算して全市の吸収

量としました。 

※1齢級は5年生単位。 

         1 年当たりのおおよその炭素吸収量  （t-C/ha・年）

20年生前後 40年生前後 60年生前後 80年生前後 

スギ 3.3 2.3 1.1 0.8 

ヒノキ 3.1 2.0 1.1 0.3 

天然林広葉樹 1.4 1.0 0.3 0.1 

注：１年当たりの森林の林木（幹・枝葉・根）による炭素吸収の平均的な量である。 

人工林は、スギとヒノキの平均を使用する。 

資料：森林総合研究所 温暖化対応推進拠点の資料より

民有林 森林吸収量（t-CO2） 

浜松市 樹種別・齢級別※の面積 

（人工林・天然林別）（ha） 

[静岡県 森林簿] 

樹種別・齢級別の1年当たりの 

おおよその炭素吸収量（t-C/ha・年） 

[森林総合研究所 温暖化対応推進拠点の資料] 

二酸化炭素と炭素の比率 

（44/12） 

森林吸収量（t-CO2） 

民有林と国有林の比率 

[静岡県 森林・林業統計要覧] 
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■指標の算定方法 

基本施策及び指標と算定方法 

基本施策及び指標 
2013(基準) 

年度値 

目標値 

(目標年度) 

省エネルギーの推進 

再生可能エネルギーの導入促進 

市民1人1日あたりのエネルギー使用量 

（電力使用量換算）(※1) 
8.1 kWh/人・日 

6.9 kWh/人・日 

(2030年度) 

従業員1人1日あたりのエネルギー使用量 

（電力使用量換算）(※2) 
14.8 kWh/人・日 

9.8 kWh/人・日 

(2030年度) 

 市民 1人1日あたりのごみ排出量 898g/人・日 
843g/人・日 

(2028年度) (※3) 

脱炭素都市の推進 

市民1人1日あたりの移動に要する燃料使用量 

（ガソリン使用量換算）(※4) 
2.1 L/人・日 

1.6 L/人・日 

(2030年度) 

二酸化炭素吸収源の確保 

 森林認証取得面積 42,174ha 
54,000ha  

(2036年度) (※5) 

※1 市民1人1日あたりのエネルギー使用量（電力使用量換算） 

   ＝民生・家庭部門CO2排出量÷温室効果ガス排出係数0.513÷人口÷365日 

※2 従業員1人1日あたりのエネルギー使用量（電力使用量換算） 

   ＝民生・業務部門CO2排出量÷温室効果ガス排出係数0.513÷生産年齢人口÷365日 

※3 「浜松市一般廃棄物処理基本計画『ごみ処理基本計画編』」（2014年3月）より 

※4 市民1人1日あたりの移動に要する燃料使用量（ガソリン使用量換算） 

   ＝運輸部門CO2排出量÷温室効果ガス排出係数2.32166÷人口÷365日 

※5 「浜松市森林・林業ビジョン」（2007年3月）より 
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資料－３

第７章（適応策）に関する参考資料 
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１ これまでの気候変化 

（１）気温 

   年平均気温の変化（本市域） 

（出典：気候変化レポート2018-関東甲信・北陸・東海地方） 

猛暑日・真夏日・熱帯夜・冬日の変化（本市域） 

（提供：静岡地方気象台） 
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（２）降水量 

年降水量の変化（本市域） 

（提供：静岡地方気象台） 

１時間降水量５０ｍｍ以上の年間発生回数（静岡県域及び全国） 

（提供：静岡地方気象台）            （出典：気象庁ホームページ） 

２ 将来の気候変化 

（１）気温 

    平均気温の予測（本市域） 

（提供：静岡地方気象台） 

将
来
気
候
の

年
々
変
動
幅

現
在
気
候
か
ら
の

変
化
量

現
在
気
候
の

年
々
変
動
幅
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猛暑日・真夏日・熱帯夜・冬日の予測（本市域）

現
在
気
候
か
ら
の

変
化
量

将
来
気
候
の

年
々
変
動
幅

平
年
値

（19
8
1

～2
0
1
0

年
）

（提供：静岡地方気象台）

（２）降水量 

年降水量の予測（静岡県域） 

（提供：静岡地方気象台） 

１時間降水量５０ｍｍ以上の年間発生回数及び無降水日数（静岡県域） 

（出典：静岡県地方気象台 リーフレット「静岡県の２１世紀末の気候」）

棒グラフが現在気候との差、 

縦棒は年々変動の標準偏差 

左:現在気候（1980-1999） 

右:将来気候（2076-2095） 

※
塗
り
つ
ぶ
し
は
増
加

斜
線
は
減
少
を
示
す

将
来
気
候
の

年
々
変
動
幅

現
在
気
候
か
ら
の

変
化
量

現
在
気
候
の
年
々
変
動
幅

将
来
気
候
の

年
々
変
動
幅

将
来
気
候
の

平
均
発
生
回
数

現
在
気
候
の

年
々
変
動
幅

現
在
気
候
の

平
均
発
生
回
数



- 64 -

３ 国、静岡県の気候変動による影響評価及び将来予測 

分野 大項目 小項目 

国の評価 

（全国的） 
静岡県の評価 

重

大

性

緊

急

性

確

信

度

■：現在の影響 

▲：将来予測される影響 

農業・

林業・

水産業 

農業 水稲 

〇 〇 〇

■白未熟粒・胴割粒発生、一等米比率低下、異常高温による不稔 

▲一般的に3℃までの気温上昇で収量増加、それ以上で減収。一等米比

率低下 

野菜 
― △ △

■ワサビは水温の変動による株の腐敗など、露地野菜は生育や収量、

品質への影響など、花きはカーネーションなどの高温障害 

果樹 
〇 〇 〇

■ウンシュウミカンは着色遅延、浮皮の発生、品質低下、貯蔵性低下 

▲ウンシュウミカンは年平均気温の変動よる栽培適地の北上 

麦、大豆、飼料作

物等 
〇 △ △

■茶は夏季の異常高温・少雨により、干ばつによる落葉・葉枯れ・枝

枯れ等の特異な現象が見られ、翌年一番茶が減収した事例あり 

▲茶は夏季の干ばつが翌年一番茶に及ぼす影響は不明だが、気温上昇

に伴い、茶芽の生育、一番茶の萌芽期・摘採期の早まりが予想される 

畜産 
〇 △ △

■搾乳牛の乳量低下、肉牛・豚の増体率低下、採卵鶏の産卵率低下、

肉用鶏の増体率低下など 

病害虫・雑草 
〇 〇 〇

■病害虫の構成変化 

▲病害虫の構成変化、北上・拡大、発生世代数増加の可能性 

農業生産基盤 〇 〇 △ ▲小雪化や融雪の早期化、融雪流出量の減少による春季の渇水 

林業 木材生産（人工林

等） 
〇 〇 □

特用林産物（きの

こ類等） 
〇 〇 □

■夏季の高温によりシイタケの菌糸体の成長が低下 

水産業 回遊性魚介類（魚

類等の生態） 
〇 〇 △

▲分布回遊範囲及び体のサイズの変化 

増養殖等 
〇 〇 □

■藻場の構成種の変化、磯焼けの発生 

▲海水温上昇ストレスと被食圧増加により、カジメの生育適地減少 

水環

境・水

資源 

水環境 湖沼・ダム湖 〇 △ △ ▲水温上昇や栄養塩類の流出特性の変化に伴う富栄養ダム湖の増加、

無機態窒素・藻類増殖量の増加、有機汚濁負荷量の増加 河川 ◇ □ □

沿岸域及び閉鎖

性海域 
◇ △ □

水資源 水供給（地表水） 〇 〇 △ ■天竜川・大井川の渇水傾向 

▲融雪期の河川水量の変動、年降水量の変動幅増大と渇水の発生、無

降雨の継続 
水供給（地下水） ◇ △ □

水需要 ◇ △ △

自然生

態系 

陸域生

態系 

高山帯・亜高山帯 〇 〇 △ ■富士山の永久凍土の減少、植生の衰退、ライチョウの個体数減少、

落葉から常緑へ転換 

▲南アルプスなどで、低標高植物の侵入進行が懸念、アカガシの増加、

シラビソ・ブナの衰退、アカシデ、イヌシデの分布縮小 

自然林・二次林 〇 △ 〇

里地・里山生態系 ◇ △ □

人工林 〇 △ △

野生鳥獣による

影響 
〇 〇 ―

■イノシシなどによる農作物の食害・茶園の踏み荒らし、シカ林業被

害などにより洪水や渇水、土砂災害の危険性の増加が懸念 

物質収支 〇 △ △

淡水生

態系 

湖沼 〇 △ □

河川 〇 △ □

湿原 〇 △ □

沿岸生

態系 

亜熱帯 〇 〇 △

温帯・亜寒帯 〇 〇 △

海洋生態系 

〇 △ □

■下田市沿岸における海藻相の構成種の変化・減少、ハリセンボン 

の大量漂着、サンゴ群体の分布拡大・北上、海岸侵食などによるウミ

ガメ産卵環境の悪化（現在は気候変動の影響ではない） 

▲深い湖沼で貧酸素化、動物プランクトン成長量低下、水温の上昇に

よるアマゴなどの冷水魚の分布域減少、アカウミガメの孵化率低下、

雌雄比率の変化、海面上昇による砂浜消失に伴い生態系の変化 
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生物季節 ◇ 〇 〇

分布・個体群の変動 
〇 〇 〇

■ヤンバルトサカヤスデ、ナガサキアゲハの分布拡大、外来種の定着・

確認 

自然災

害・沿

岸域 

河川 洪水 

〇 〇 〇

■局地的豪雨・洪水による災害の発生リスク増加、局地的豪雨による

浸水被害発生 

▲大雨などによる災害リスク増加、強い台風の発生割合・台風に伴う

降水の増加 

内水 〇 〇 △

沿岸 海面上昇 
〇 △ 〇

■日本周辺の海面水位が上昇傾向 

▲台風による高潮、御前崎周辺海域における高潮偏差の増大 

高潮・高波 〇 〇 〇

海岸浸食 〇 △ △

山地 土石流・地す

べり等 
〇 〇 △

■集中豪雨発生件数の増加による土砂災害の発生 

▲気候変動に伴う局地的豪雨などにより土砂災害が頻発、激甚化 

その他 強風等 〇 △ △ ▲強い台風の増加、3～5 月を中心に竜巻の発生頻度の増加 

健康 冬季の温

暖化 

冬季死亡率 
◇ □ □

暑熱 死亡リスク 
〇 〇 〇

■熱ストレス超過死亡者数（直接・間接を問わずある疾患により総死

亡がどの程度増加したかを示す指標）の増加 

熱中症 
〇 〇 〇

■熱中症搬送者数の増加 

▲熱中症患者発生率の増加 

感染症 水系・食品媒

介性感染症 
― ― □

節足動物媒介

感染症 
〇 △ △

■デング熱・ジカウイルス感染症を媒介するヒトスジシマカの分布域

拡大 

▲ヒトスジシマカの分布可能域の拡大。ただし、直ちに疾患の発生数

の拡大につながるわけではない 

その他の感染

症 
― ― ―

その他 ― △ △

経済活

動・都

市生活 

製造業 ◇ □ □

エネルギ

ー 

エネルギー需

給 
◇ □ △

▲冷房ピーク負荷の増加、暖房ピークの減少 

商業  ― ― □

金融・保

険 
〇 △ △

■自然災害に伴う保険損害の増加 

▲自然災害に伴う保険損害の増加 

観光業 レジャー 
〇 △ 〇

■風水害による旅行者への影響 

▲風水害による旅行者への影響、海面上昇による観光砂浜消失 

建設業  ― ― ―

医療  ― ― ―

その他 その他（海外

影響等） 
― ― □

都市ｲﾝﾌ

ﾗ、ﾗｲﾌﾗｲﾝ

等 

水道、交通等 

〇 〇 □

文化・歴

史などを

感じる暮

らし 

生物季節 ◇ 〇 〇

伝統行事・ 

地場産業等 ― 〇 □

その他 暑熱による生

活への影響等 
〇 〇 〇

■ヒートアイランドの進行と合わせ、熱中症リスクの増加 

▲ヒートアイランドの進行と合わせ、熱中症リスクの増加 

（参考：国の「気候変動適応計画」及び静岡県の「気候変動影響と適応取組方針」を基に作成） 

【重大性】〇：特に大きい ◇：「特に大きい」とは言えない －：現状では評価できない

【緊急性】〇：高い △：中程度 □：低い －：現状では評価できない

【確信度】〇：高い △：中程度 □：低い －：現状では評価できない
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４ その他 

≪市民が感じている気候変動の影響≫ 

分野 市民が感じている影響 

農業・林業・ 

水産業 

同じ時期に苗を畑に植えても、木は育っても実をつけない、遅い、実が

ついても小さい 

田植えが早くなった。ワラが短くなった 

種をまいても芽が出ない、真夏に交配しないのかトマトやささげなど収

穫が少なくなった 

水環境・水資源 井戸水は、冬は温かく夏は冷たいはずが、今は反対 

自然生態系 

夏の終わりを告げるセミが鳴かない。 

あぶらゼミが少なく、くまぜみが多くなった 

田んぼにタニシの発生率が低い 

高温時は、戸外にいても蚊がいない 

自然災害・ 

沿岸域 

遠州空っ風というが、冬から4月頃まで例年になく風が強い 

梅雨のしとしと降る雨が少なくなった 

豪雨が多い 

川がすぐ増水して、避難警報が多発するようになった 

健康 熱中症になる人が増加した 

市民生活 
学校のプール使用期間が短い 

幼稚園・小学校等のプールがお湯になり、泳ぐことができない 

（参考：静岡県気候変動適応センターの「国民参加による気候変動情報収集・分析事業」を基に作成） 
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資料－4

用語解説 

アルファベット（A,B,C…）、50音（あ,い,う…）の順で掲載 
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A～Z 

B 
ＢＥＭＳ
ベ ム ス

（Building Energy Management System の略）

ビル（Building）用のエネルギーマネジメントシステムのこと。ビル内の空調設備や照

明設備、換気設備、ＯＡ機器などの電力使用量や、太陽光発電システムなどによる発電量

を「見える化」するとともに総合的に管理する。（エネルギーマネジメントシステム参照） 

C 
 CASBEE

キ ャ ス ビ ー

（建築
けんちく

環境
かんきょう

総合
そうごう

性能
せいのう

評価
ひょうか

システム。Comprehensive Assessment System for 

Built Environment Efficiency の略） 

2001 年に国土交通省が主導し開発された建築物の環境性能評価システムのこと。環境へ

の配慮、ランニングコスト、利用者の快適性などを客観的に評価・表示するために用いら

れる。 

ＣＣＳ
シーシーエス

（Carbon dioxide Capture and Storage の略）

 排出された二酸化炭素を他の気体から分離して集め、地中深くに貯留・圧入すること。 

 C O
シーオー

2
ツー

（二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

）

動物の呼吸や化石燃料等の燃焼によって容易に生じる地球上で最も代表的な炭素の酸化

物。二酸化炭素の温室効果は、メタンやフロン類に比べ小さいものの、排出量が莫大であ

ることから地球温暖化の最大の原因とされる。温室効果ガスの排出量は二酸化炭素を基準

に算定されることが多く、その場合他のガスの排出量や活動にそれぞれの地球温暖化係数

を乗じ、二酸化炭素排出量に換算する。単位としては「kg-CO2（キログラムシーオーツー）」

や「t-CO2（トンシーオーツー）」などと表記される。

 COOL
ク ー ル

 CHOICE
チ ョ イ ス

2015 年 7 月に環境省が提唱した 2030 年までの 

継続した国民運動のこと。「2030 年度の温室効果 

ガス排出量を 2013 年度比で 26％削減」という目 

標の達成に向け、事業者や国民が一致団結して地 

球温暖化対策に取り組むための旗印として開始された。具体的には「エコカーを買う」「エ

コ住宅を建てる」「公共交通機関を利用する」など。ここでのクールは「賢い」という意味

で使われ、国民の「賢い選択」を促す運動とされる。 

COOL CHOICE ロゴマーク
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E 
ＥＳＣＯ
エ ス コ

（Energy Service Company の略） 

 事業所などのエネルギー使用者に対し、省エネ効果が見込まれるシステムや省エネ方法

などを提供・提案し、その維持管理までを包括的に行う事業のこと。ESCO 事業者は提供・

提案する省エネサービスの全てもしくは大部分に係る費用を負担する代わりに、削減され

た光熱水費などの一部を報酬として受け取る。 

ＥＶ
イー ブイ

（Electric Vehicle の略） 

 バッテリー(蓄電池)に蓄えた電気でモーターを回転させて走る電気自動車のこと。走行

時に排気ガスを出さず、騒音も少ないため、環境にやさしい自動車である。 

F 
 F

エフ

S
エス

C
シー

森
しん

林
りん

認
にん

証
しょう

（森林
しんりん

管理協
かんりきょう

議会
ぎ か い

。Forest Stewardship Council の略） 

 全世界共通の原則に基づき森林を審査し、森林環境を適切に保全し、地域の社会的な利

益にかない、経済的にも持続可能な森林管理を推進する国際認証制度。FSC（森林管理協議

会）は、ドイツのボンに本部が置かれる会員制の非営利組織である。適正に管理された森

林から産出した木材などに認証マークを付けることによって、持続可能な森林の利用と保

護を図ることを目的とする。 

ＦＥＭＳ
フ ェ ム ス

（Factory Energy Management System の略） 

工場（Factory）用のエネルギーマネジメントシステムのこと。工場内の空調設備や照明

設備、製造ラインなどの電力使用量や、太陽光発電システムなどによる発電量を「見える

化」するとともに総合的に管理する。（エネルギーマネジメントシステム参照）

G 
 G W P

ジーダブリュピー

（地球温暖化係数。Global Warming Potential の略） 

 二酸化炭素を基準とし、他の温室効果ガスの単位重量あたりの温室効果を比較するため

に用いる係数のこと。二酸化炭素を 1 とした場合、メタンは 25、一酸化二窒素は 298、六

ふっ化硫黄は 22,800 などとされる。 
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H 
 HEMS

ヘ ム ス

（Home Energy Management System の略）

家庭（Home）用のエネルギーマネジメントシステムのこと。家庭内の空調設備や照明設

備などの電力使用量や、太陽光発電システムなどによる発電量を「見える化」するととも

に総合的に管理する。（エネルギーマネジメントシステム参照）

J 
Ｊ‐クレジット制度

せ い ど

 中小企業等の省エネ設備の導入や自治体等による森林の管理などで生み出される温室効

果ガスの吸収・削減量を「クレジット」として国が認証し、排出削減を求められる大企業

やカーボンオフセットを行う事業者などがそれを購入する制度。 

L 
Ｌ Ｃ Ｃ Ｍ
エル シー シー エム

（Life Cycle Carbon Minus の略）

 使用段階の二酸化炭素排出量に加え、資材製造や建設段階の二酸化炭素排出量の削減、

建築物の長寿命化により、建築から解体・再利用等までのライフサイクル全体を通じて二

酸化炭素排出量をマイナスにする住宅・建物のこと。 

Ｌ Ｅ Ｄ
エル イー ディー

（発行ダイオード Light Emitting Diode の略）

 電気を流すと光る性質を持つ半導体で、発光ダイオードと呼ばれる。LED が使われてい

る照明は、寿命が長い、消費電力が少ない、応答が速い、環境負荷物質を含まないなどの

特長を持っている。 

R 
Ｒ Ｃ Ｐ
アール シー ピー

（代表的濃度経路 Representative Concentration Pathways の略） 

 将来の予測等を行うため、温室効果ガス濃度がどのように変化するかを仮定したシナリ

オとして作成された。RCP に続く数値が大きいほど 2100 年における濃度が高いことを示す。 
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V 
 V 2 H

ブイ トゥー エイチ

（Vehicle to Home の略） 

 電気自動車を充電することに加え、貯めた電気を家で使用できる仕組みのこと。停電や

震災などで電力供給が寸断されてしまった場合でも、駆動用バッテリーから電力を取り出

し家の電力に使える。 

Z 
 ZEH

ゼ ッ チ

（Net Zero Energy House の略） 

 住宅の断熱性や省エネ性を向上させることや、太陽光発電やガスコージェネレーション

システムなどでエネルギーを創ることによって、年間の一次消費エネルギー量の収支を正

味ゼロにする住宅のこと。同じ概念でビルを表すものに ZEB（ゼブ、Net Zero Energy 

Building）がある。 

あ行

う

運輸
う ん ゆ

部門
ぶ も ん

温室効果ガスの排出状況などに関する部門の一つ。鉄道、船舶、貨物車、乗用車によっ

て消費されたエネルギー量を計上する。家庭の自家用車から排出される二酸化炭素は、民

生・家庭部門ではなく運輸部門に含まれる。 

え

エコアクション２１ 

環境省が策定した日本独自の環境マネジメントシステム。一般に、「PDCA サイクル」と呼

ばれるパフォーマンスを継続的に改善する手法を基礎として、組織や事業者等が環境への

取組を自主的に行うための方法を定めている。 

エコドライブ 

自動車等の運転の際の、エネルギーや温室効果ガス排出量の削減を心掛ける運転技術を

指す概念。発進時のふんわりアクセルや減速時の早めのアクセルオフ、巡航時の加減速の

回数を減らすことなどで、燃料の消費量を少なくする。燃料費の節約や温室効果ガス排出

量の抑制になるだけでなく安全運転にも繋がるとされる。 
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エネファーム 

家庭用燃料電池の愛称。ガスから取り出した水素と空気中の酸素を化学反応させて発電

し、このとき発生する熱でお湯もつくる高効率なシステムのこと。 

エネルギーマネジメントシステム（EMS、Energy Management System の略） 

電力の需要と供給や再生可能エネルギーなどによる発電量を基に、IT を活用しエネルギ

ーを最適に利用するため、使用状況を「見える化」するとともに、エネルギーの使用を総

合的に管理するためのシステム。住宅用のヘムス（HEMS）・商用ビル用のべムス（BEMS）・

工場用のフェムス（FEMS）・地域用のセムス（CEMS）などがある。 

お

温室
おんしつ

効果
こ う か

ガス 

太陽からの熱を地球上に留めることにより地表に温室効果をもたらす気体の総称。主な

温室効果ガスには、二酸化炭素、メタン、一酸化二窒素、代替フロン類がある。温室効果

ガス自体は元々存在するが、近年、人間活動により急激に増加したことが地球温暖化の主

な原因とされている。 

か行 

か

カーシェアリング 

登録を行った会員間で特定の自動車を共同利用するサービスないしはシステムのこと。

レンタカーと類似するが、一般にレンタカーよりも短時間での利用を想定しており、ごく

短時間だけ利用する利用者にとってはレンタカーよりも便利で安価に利用できるとされる。 

カーボンオフセット制度
せ い ど

市民、企業、NPO/NGO、自治体、政府等の社会の構成員が自らの温室効果ガスの排出量を

認識し、主体的にこれを削減する努力を行うとともに削減が困難な部分の排出量について、

クレジットを購入すること又は他の場所で排出削減・吸収を実現するプロジェクトや活動

を実施すること等により、その排出量の全部又は一部を埋め合わせることをいう。
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カーボンニュートラル 

 一つの活動において、排出される二酸化炭素と吸収される二酸化炭素の量が同じである

という概念のこと。例えばバイオマスは、成長過程で二酸化炭素を吸収していることから

燃やしても大気中の二酸化炭素を増加させないとされており、カーボンニュートラルの代

表例とされる。

外来
がいらい

種
しゅ

 もともといなかった国や地域に、人間の活動によって持ち込まれた生きものを指す。こ

れらの生きものは、日本の生態系や、生物多様性に影響を与えるものがある。 

化石
か せ き

燃料
ねんりょう

 原油、天然ガス、石炭やこれらの加工品であるガソリン、灯油、軽油、重油、コークス

などをいう。微生物の死骸や枯れた植物などが、長い年月をかけて地中の熱や圧力などの

作用を受けて生成したといわれている。燃焼により、地球温暖化の主要な原因物質である

二酸化炭素を発生する。 

家庭
か て い

エコ診断
しんだん

家庭における二酸化炭素排出量の削減・抑制を推進していくため、各家庭のエネルギー

消費状況や光熱費についてライフスタイルや地域特性に応じたきめ細かい診断やアドバイ

スを実施する環境省主導の制度のこと。家庭エコ診断には環境省の「うちエコ診断ソフト」

を用いて診断を行う「うちエコ診断」と、民間事業者が環境省の定める要件を満たした方

法で診断を行う「独自の家庭向けエコ診断」の 2種類がある。

環境審
かんきょうしん

議会
ぎ か い

（浜松市
は ま まつ し

環境審
かんきょうしん

議会
ぎ か い

） 

本市の環境の保全及び創造に関する基本的事項について調査審議を行うため、浜松市環

境基本条例第 22条に基づいて設置された機関。事業者の代表及び学識経験者で構成される。

本市の温室効果ガス排出量や本計画の進捗管理等についても報告を受け、意見や提言を行

う。 

環境
かんきょう

マネジメントシステム 

 事業組織が環境負荷低減を行うための管理の仕組み。環境方針、目的・目標等を設定し、

個々の部門が計画（Plan）を立てて、実行（Do）し、点検評価（Check）、見直し（Action）

を行う仕組みで、この PDCA サイクルを繰り返し行うことで継続的な改善を図ることができ

る。
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緩和
か ん わ

策
さく

温室効果ガスの排出削減や森林等の吸収作用の対策を行うことで、地球温暖化の防止を

図るための施策。もうひとつの施策「適応策」とは相互補完的なものとされる。

き

気候
き こ う

変動
へんどう

 大気の平均状態である気候が様々な要因により、多様な時間スケールで変動すること。

自然の要因には地球自転軸の傾きの変動、太陽活動の変化、火山噴火など。人為的な要因

には温室効果ガスの増加、森林破壊などがある。 

気候
き こ う

変動
へんどう

適応
てきおう

センター 

 都道府県及び市町村の区域における気候変動影響及び気候変動適応に関する情報の収集、

整理、分析及び提供並びに技術的助言を行う拠点としての機能を担う。 

気候
き こ う

変動
へんどう

に関
かん

する政府間
せ い ふか ん

パネル（IPCC、Intergovernmental Panel Climate Change の

略） 

地球温暖化についての科学的な研究の収集や整理・評価を行うため、国際的な専門家で

つくられた政府間機構のこと。人為起源による気候変化、影響、適応及び緩和方策に関し、

科学的、技術的、社会経済学的な見地から包括的な評価を行うことを目的として、1988 年

に国連環境計画（UNEP）と世界気象機関（WMO）が設立。専門家による科学的な分析のほか、

社会経済への影響、気候変動を抑える対策なども盛り込まれる。 

報告書は国際的な対策に科学的根拠を与える重みのある文書となるため、国際交渉に強

い影響力を持つ。また、5～6 年ごとにその間の気候変動に関する科学研究から得られた最

新の知見を評価し、評価報告書（assessment report）にまとめて公表している。第 5次報

告の第 1作業部会の場合、日本からは 10 人の執筆陣が参加した。特定のテーマに関する特

別報告書（special report）や気候変動に関する方法論に関する指針なども作成、公表し

ている。 

気候
き こ う

変動
へんどう

枠組
わくぐみ

条約
じょうやく

締約国
ていやくこく

会議
か い ぎ

（COP、Conference of the Parties の略） 

 気候変動枠組条約の交渉会議における最高意思決定機関。環境問題に限らず、多くの国

際条約の中で、その加盟国が物事を決定するための最高決定機関として設置されている。

気候変動枠組条約のほか、生物多様性や砂漠化対処条約等の締約国会議があり、開催回数

に応じて COP の後に数字が入る。 
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拠点
きょてん

ネットワーク型
がた

都市
と し

構造
こうぞう

 都市機能が集積した複数の拠点形成と公共交通を基本とした、有機的な連携による都市

構造のこと。

く

クールシェアスポット 

一人で 1 台のエアコンを使用するのではなく、家庭や街中の涼しい場所になるべく複数

の人で集まって涼しさを共有（シェア）して過ごす場所のこと。これによってエアコンの

使用量を減らそうという省エネ対策。 

け

原単位
げ ん たん い

エネルギー消費原単位ともいう。エネルギー使用量をそれと密接な関係を持つ値で割っ

た値のこと。エネルギー使用量と密接な関係を持つ値の例として、売上高や生産数量、建

物延床面積などが挙げられる。「エネルギーの使用の合理化等に関する法律」において、事

業活動あたりのエネルギー使用量を削減し、エネルギー使用の効率化や合理化を図ること

が求められている。 

こ

高効率
こうこうりつ

空調機
くうちょうき

効率
こうりつ

（COP、APF） 

COP は Coefficient of Performance の略で「エネルギー消費効率」を表し、APF は Annual 

Performance Factor の略で「通年エネルギー消費効率」を表す。どちらも空調機の省エネ

性能を表す値（数値が大きいほど省エネ性能が優れている）として使用されるが、COP が一

定の温度環境下（定格冷房時・定格暖房時）における効率を示す数値でしかないのに対し、

APF は定められた運転環境下で一年間空調機を運転した場合の運転効率を示す。APF が測定

される環境下は、定格冷房・定格暖房だけでなく建物用途や使用期間も設定され、より実

態に近い使用条件とされている。近年は、COP に代わり APF が省エネの基準値として採用さ

れる。 
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コージェネレーションシステム 

 発電と同時に発生した排熱も利用して、冷暖房や給湯等の熱需要に利用するエネルギー

供給システムで、総合熱効率の向上を図るもの。従来の発電システムにおけるエネルギー

利用効率は 40％程度で、残りは排熱として失われていたが、最大 80％の高効率利用が可能

となり、二酸化炭素排出削減策として注目されている。

さ行 

さ

サイクル&ライド

 鉄道駅やバス停の周辺などに整備された駐輪場まで自転車を利用し、そこから公共交通

機関に乗り継ぐ移動方法のこと。

再生
さいせい

可能
か の う

エネルギー 

太陽光、風力、水力、バイオマス、地熱など、一度利用しても再生可能で資源が枯渇し

ないエネルギーのこと。

産業
さんぎょう

部門
ぶ も ん

温室効果ガスの排出状況などに関する部門の一つ。農林水産業、鉱業、建設業、製造業

によって消費されたエネルギー量を計上する。 

し

事業
じぎょう

継続
けいぞく

計画
けいかく

（BCP、Business Continuity Plan の略） 

 企業が災害などの緊急事態が発生したときに、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、

中核となる事業の継続あるいは早期復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や緊

急時における事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画のこと。 

次
じ

世代
せ だ い

自動車
じ ど うし ゃ

 ハイブリッド自動車（HV）、プラグインハイブリッド自動車（PHV）、電気自動車（EV）、

燃料電池自動車（FCV）、クリーンディーゼル自動車など、従来の自動車と比べて環境への

負荷を低減させる新技術を搭載した自動車のこと。 
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省
しょう

エネ診断
しんだん

 工場やビルなどの施設を省エネの専門家が診断し、現状把握と光熱費や温室効果ガス排

出量を削減する改善提案を行うこと。 

小 水 力
しょうすいりょく

発電
はつでん

 小規模水力発電の略。「新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法（平成 9年法律第

37 号）」では、出力 1,000kW 以下の水力発電をいう。 

自立
じ り つ

・分散型
ぶんさんがた

エネルギー 

 エネルギーの地産地消を実現し、自立的で持続可能な災害に強い地域分散型のエネルギ

ー。自立・分散型エネルギーシステムとは、各々の需要家に必要な電力を賄える小さな発

電設備を分散配置し、系統電力と効率的に組み合わせたものをいう。 

す

水源
すいげん

のかん養
よう

森の土壌は降水を貯留し、川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を緩和するとともに、

川の流量を安定させる機能。 

水素
す い そ

ステーション 

燃料電池自動車への水素充填を、ガソリンスタンドなどと同様に行うことができる施設。

水素ステーションの現場で液化石油ガスや都市ガスから水素を製造する「オンサイト型」

と、圧縮水素や液体水素を水素ステーションの外部からトレーラーなどで運び込む「オフ

サイト型」がある。 

スマートシティ 

 様々なエネルギー設備を通じた電気や熱などのエネルギーの最適利用に加え、都市交通

システムや市民生活の向上につながる様々なサービス・システムを複合的に組み合わせた

都市のこと。次世代環境配慮型都市とも言われる。新たなまちづくりの考え方として全国

各地で取組が進んでいる。

スマートメーター 

 電力使用量をデジタルで計測する電力量計（電子メーター）のこと。従来のアナログ式

メーターとは異なり、デジタルで電力の消費量を測定し、データを遠隔地に送ることがで

きる。また、HEMS と組み合わせることで、各機器の電力の使用状況を確認でき、エネルギ

ー使用量をコントロールして自動制御することも可能となる。
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スマートハウス 

 太陽光発電システムや家庭用蓄電池などのエネルギー機器や、HEMS などの IT（情報技術）

を活用して家庭のエネルギーを効率的に使用する省エネ住宅のこと。 

 3
スリー

R
アール

 発生抑制（リデュース：Reduce）、再使用（リユース：Reuse）、再生利用（リサイクル：

Recycle）という循環型社会形成のための 3 つの言葉を英単語にし、その頭文字の「R」を

とったもの。 

た行 

た

代替
だいたい

フロン類
るい

オゾン層破壊への影響が大きい特定フロン類の代替品として開発が進められているフロ

ン類似品のことで、フロンと同様あるいは類似の性質を持つもの。なお、温室効果ガスの

排出量が二酸化炭素の数百倍から１万数千倍と高いことから、地球温暖化防止のためには

適切な管理回収・破壊が必要である。 

脱炭素
だ つ たん そ

社会
しゃかい

 地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を防ぐため、石油や石炭

などの化石燃料から脱却することを脱炭素と呼ぶ。太陽光やバイオマスなどの再生可能エ

ネルギーの利用を進めるなど、社会全体を低炭素化する努力を続けた結果としてもたらさ

れる持続可能な社会を脱炭素社会という。

ち

地球
ちきゅう

温暖化
お ん だん か

防止
ぼ う し

活動
かつどう

推進
すいしん

センター 

地球温暖化対策の推進に関する法律の規定に基づき、地球温暖化の現状や地球温暖化対

策の重要性に関する啓発・広報活動、地球温暖化防止活動推進員や民間の団体の支援活動

などを行うために設置される組織のことをいう。 

蓄電池
ち く でん ち

充電と放電を繰り返し行うことができる電池のこと。電気エネルギーを化学エネルギー

に変えて蓄え、必要に応じて電気エネルギーとして取り出せる構造になっている。 
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長期
ちょうき

優良
ゆうりょう

住宅
じゅうたく

 「長期優良住宅の普及の促進に関する法律」（平成 20年法律第 87 号）に基づき認定され

る住宅のこと。良質な住宅が建築されること、及び長期にわたり良好な状態で使用される

ことが住生活の向上及び環境への負荷の低減を図る上で重要であるという考え方のもと、

住宅の解体や撤去に伴う廃棄物の抑制や建替えに係る費用の削減によって、環境や国民へ

の負担を低減・軽減することで、豊かな国民生活の実現と我が国の経済の持続的かつ健全

な発展に寄与することを目的としている。

て

低炭素
て い たん そ

社会
しゃかい

地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を、経済発展を妨げるこ

となく、現状の産業構造やライフスタイルを変えることで低く抑えた社会のこと。化石燃

料使用量の削減、高効率エネルギーの開発、エネルギー消費の削減、資源の有効利用など

によって実現を目指す。 

適応
てきおう

策
さく

すでに起こりつつある地球温暖化がもたらす影響に対処するための施策。農作物の品種

改良、蚊等の節足動物を媒介した感染症への対策などがある。もうひとつの施策「緩和策」

とは相互補完的なものとされる。

デュアルモード社会
しゃかい

二重の様式を持つ社会。例えば、コロナ禍において、平常時には経済性と効率性を優先

して運営する「経済モード」、感染が拡大しているときには、健康と安全を最優先に考えて

運営する「安全モード」と、二つをバランスよく機能させ、混乱なく円滑に切り替えでき

る社会をいう。

な行 

な

燃料
ねんりょう

電池
で ん ち

（FC、Fuel Cell の略） 

 水素と酸素の化学反応によって生じるエネルギーにより電力を発生させる装置のこと。

エネルギー効率が高く、この反応により生じる物質は水（水蒸気）だけであるため、環境

への負荷は低く、地球温暖化問題の解決策として期待されている。 
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燃料
ねんりょう

電池
で ん ち

自動車
じ ど うし ゃ

（FCV、Fuel-Cell Vehicle の略） 

 燃料電池を搭載し、燃料電池により発電した電力で走行する自動車。水素と酸素の化学

反応で得られる電気エネルギーを利用し、モーターを駆動させる。ガソリン駆動車に比べ

てエネルギー効率が高いのが特徴。排出されるのは水だけで温室効果ガスや大気汚染物質

が排出されないため、「究極のエコカー」とも言われている。

は行 

は

バイオマス 

 生物（bio）の量（mass）を表す言葉で、再生可能な生物由来の有機性資源で化石資源を

除いたもの。生ごみ、家畜ふん尿などの廃棄物系バイオマス、間伐材などの未利用バイオ

マスなどがある。従来、バイオマスは、堆肥や飼料などの原料として活用されてきたが、

近年では採算性の改善や技術の向上により、熱や電気などエネルギーとして活用されてい

る。バイオマスは、成長過程で二酸化炭素を吸収していることから、燃やしても大気中の

二酸化炭素を増加させないとされる、いわゆる「カーボンニュートラル」といわれる性質

を持つ。 

廃棄物
は い きぶ つ

処理
し ょ り

部門
ぶ も ん

温室効果ガスの排出状況などに関する部門の一つ。産業廃棄物及び一般廃棄物の処理に

よって消費されたエネルギー量を計上する。 

ハザードマップ 

 自然災害による被害を予測し、その被害範囲を地図化したもの。予測される災害の発生

点、被害の拡大範囲及び被害程度、さらには避難経路、避難場所等の情報を表示した地図。 

はままつ産業
さんぎょう

イノベーション構想
こうそう

 平成 19 年 3月に策定した「浜松市創業都市構想」を改訂する形で平成 23年 10 月に策定

された新たな構想。地域経済の再生と将来への持続的な発展に向けた産業政策の展開を必

要とし、「持続的に発展する産業への転換」「革新的な中小企業の創出」「オール浜松体制の

産業支援」の 3つを基本方針に掲げている。 
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パリ協定
きょうてい

2015 年にパリで開催された第 21 回気候変動枠組条約締約国会議（COP21）にて採択され

た、気候変動の抑制に関する国際的な協定。気候変動枠組条約に加盟する全 196 か国全て

が参加した。パリ協定では、世界共通の目標として、世界の平均気温上昇を 2℃未満に抑え

ることが示され、さらには平均気温上昇を 1.5℃未満に抑えることを目指すことにも言及さ

れた。条約に加盟する全ての国が自主的に削減目標を作成し、国連に提出、対策をとり、5

年ごとに見直すことが義務づけられた。 

ひ

ヒートアイランド現象
げんしょう

都市部において高密度にエネルギーが消費され、また地面の大部分がコンクリートやア

スファルトで覆われているため、水分の蒸発による気温の低下が妨げられ、郊外部よりも

気温が高くなっている現象のこと。 

ヒートポンプ 

水や不凍液等の熱媒体を循環させて高い温度の物体から熱を奪い、低い温度の物体に伝

える装置。少ない投入エネルギーで熱を集め、効率的に大きな熱エネルギーとして利用で

き、家庭のエアコン、冷蔵庫、ヒートポンプ給湯器（エコキュート）など幅広く用いられ

ている。

ふ

プラグインハイブリッド車
しゃ

 家庭の外部コンセントから充電できるハイブリッド自動車のこと。夜間電力などを利用

して効率的に充電し、短距離を電気自動車として、長距離をガソリン車として利用できる

ほか、災害時には家庭内の電気使用に非常用バッテリーとして利用することができる。 

フロン類
るい

の使用
し よ う

の合理化
ご う り か

及
およ

び管理
か ん り

の適正化
て き せい か

に関
かん

する法律
ほうりつ

（フロン排出
はいしゅつ

抑
よく

制法
せいほう

） 

 「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収・

破壊法（平成 13 年法律第 64号））」を改正する形で平成 27年 4月に施行された法律。フロ

ン回収・破壊法に加え、フロン製造から廃棄までのライフサイクル全体にわたる包括的な

対策について明記された。 
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へ

へい死
し

 動物が突然死亡すること。海面養殖においては、魚やカキなどが赤潮や酸欠などによっ

て死亡することを指す。 

ま行 

ま

マイクログリッド 

 大規模発電所の電力供給に頼らず、コミュニティでエネルギー供給源と消費施設を持ち

地産地消を目指す小規模なエネルギーネットワークのこと。エネルギー供給源には、分散

型電源である太陽光発電、風力発電、バイオマス発電などが利用される。エネルギー融通

による効率的利用や二酸化炭素の削減を推進するとともに災害時の停電にも備えている。 

み

みどりのリサイクル事業
じぎょう

 家庭から出る、落ち葉・刈り草・枝をリサイクルする事業のこと。回収は市内 6箇所（平

和清掃事業所、南清掃事業所、浜北環境事業所（浜北清掃センター）、細江みどりのリサイ

クルステーション、天竜環境事業所（天竜ごみ処理工場）、水窪・佐久間クリーンセンター）

で行っている。 

民生
みんせい

・家庭
か て い

部門
ぶ も ん

温室効果ガスの排出状況などに関する部門の一つ。各家庭の活動によって消費されたエ

ネルギー量を計上する。家庭の自家用車等から排出される二酸化炭素は、運輸部門に含ま

れる。 

民生
みんせい

・業務
ぎょうむ

部門
ぶ も ん

温室効果ガスの排出状況などに関する部門の一つ。商業、飲食・サービス業、政府・地

方自治体などの企業・法人の活動など、主に第三次産業によって消費されたエネルギー量

を計上する。 
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も

木質
もくしつ

チップ 

 木質チップは森林の育成過程で生じる間伐材や製材工場などから発生する樹皮、端材等

乾燥させた木材を破砕したもの。さらに木材を細粉し、圧縮成形した小粒状の固形燃料を

木質ペレットという。ペレットは主にストーブやボイラーの燃料として利用される。燃や

すときには、樹木が成長するときに吸収した二酸化炭素のみ排出することから、環境に優

しい燃料とされる。

モビリティマネジメント 

多様な交通施策を活用し、個人や組織・地域のモビリティ（移動状況）が社会にも個人

にも望ましい方向へ自発的に変化することを促す取組。具体的には、一般の人々や各種の

組織が、渋滞や環境問題、あるいは個人の健康といった問題に配慮しつつ、過度に自動車

に頼る状態から公共交通機関や自転車などを「かしこく」使う方向へ自発的に転換してい

くことを目的としている。
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